






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































01長和 2 年 7 月25日：藤原蔵規＊…大宰使府生若倭部亮範に付して唐物を進上
02長和 2 年 7 月26日：藤原明範…勝岡に付して唐物を進上
03長和 2 年 7 月29日：高田牧より絹30疋を進上
04長和 2 年 8 月 7 日：高田牧司宗像妙忠＊…豹皮・贄・八木等を進上
05治安 3 年 7 月16日：高田牧より年貢を進上／牧司宗像妙忠＊…別に唐物等を進上
06治安 3 年10月21日：高田枚より臨時に雑物を進上／牧司宗像妙忠＊…年穀上分を進上
07万寿 2 年 2 月14日：宗像妙忠＊…雑物を進上／香椎宮司武行…唐綾を進上／大隅掾為
頼…檳榔200把を進上
08万寿 2 年 7 月24日：「住大隅」延嘉朝臣が絹10疋、為頼が絹15疋・牛鞦色皮10枚を
相撲人秦吉高に付して進上
09万寿 2 年 8 月 7 日：高田牧より年貢を進上／牧司宗像妙忠＊…別進物あり
10万寿 2 年10月26日：藤原俊忠…大弐藤原惟憲の使として絹・檳榔を進上
11万寿 3 年 8 月 7 日：《相撲人県為永・秦吉高に高田牧駒下文を給付》
12万寿 4 年 4 月28日：高田牧雑物解文を進上
13万寿 4 年 7 月22日：為頼…相撲人秦吉高に付して絹・色革・営貝を進上／肥前守惟
宗貴重…相撲人県為永に付して斑猪皮・色革を進上
14万寿 4 年 8 月 7 日：《相撲人秦吉高に付して馬 1 疋を「住大隅」為頼に給付》
15万寿 4 年12月 8 日：肥前守惟宗貴重…唐物・檳榔・温石鍋を進上
16長元 1 年 8 月26日：高田牧より米・贄等を進上
17長元 1 年 9 月 7 日：《前帥藤原隆家の消息により、夜久貝30余を遣す》
18長元 2 年 3 月 2 日：薩摩守巨勢文任…使脚に付して絹・唐物等を進上／香椎宮司武
…薬物・檳榔子を進上／高田牧司宗像妙忠＊…雑物、また唐物
を進上し、宋人周文裔の書状を送付
19長元 2 年 8 月 2 日：「住大隅国」藤原良孝…色革・赤木・檳榔・夜久貝を進上
20長元 2 年 8 月 3 日：薩摩守巨勢文任…紫草を進上
21長元 4 年 1 月13日：大宰大監平季基…雑物を進上
22長元 5 年11月19日：高田牧より桑直絹50疋解文を進上
23長元 5 年11月20日：高田牧より桑直絹50疋を進上








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































正暦 2 ･ 1 ･27任：大弐藤原佐理＊〜長徳 1 ･10･18停任
長徳 1 ･10･28任：大弐藤原有国#〜長保 2
（長徳 2 ･ 4 ･24任：権帥藤原伊周＊〜長徳 3 ･ 4 ･ 8 ）
長保 3 ･ 1 ･24任：権帥平惟仲#〜寛弘 1 ･12･28停任
寛弘 1 ･12･28任：大弐藤原高遠＊〜寛弘 6 ･ 8 ･14停任
寛弘 7 ･ 2 ･16任：大弐平親信#〜長和 3 ･11辞任
長和 3 ･11･ 7 任：権帥藤原隆家＊〜寛仁 3 ･12辞任
寛仁 3 ･12･21任：権帥藤原行成#〜寛仁 4 ･11辞任
寛仁 4 ･11･29任：権帥源経房#〜治安 3 ･11･ 2 薨
治安 3 ･12･15任：藤原惟憲#〜長元 2 ･ 5 ･ 4 応召
長元 2 ･ 1 ･24任：権帥源道方#〜長元 6 ･12辞任
長元 6 ･12･30任：権帥藤原実成〜長暦 1 ･10停任（→ 2 ･ 1 ：除名）
長暦 1 ･ 8 ･ 9 任：権帥藤原隆家＊〜長久 2
長久 3 ･ 1 ･29任：権帥藤原重尹〜永承 1 ･ 2 ･26停任
永承 1 ･ 2 ･26任：権帥藤原経通＊〜永承 5 ･ 5 辞任
永承 5 ･ 9 ･17任：大弐源資通〜天喜 2 ･11･28辞任
天喜 2 ･12･ 6 任：大弐高階成章#〜康平 1 ･ 2 ･16薨
康平 1 ･ 4 ･25任：権帥藤原経輔〜康平 6 ･ 2 ･27停任
康平 6 ･ 2 ･27任：大弐藤原師成〜治暦 3 ･ 2 ･12辞任
治暦 3 ･ 7 ･ 1 任：大弐藤原顕家＊#〜延久 3 ･ 3 辞任
延久 3 ･ 4 ･ 9 任：大弐藤原良基〜承保 2 ･④･19薨
承保 2 ･ 6 ･13見：大弐藤原経平＊&〜承暦 3 ｶ
承暦 4 ･ 1 ･28任：権帥藤原資仲＊&〜応徳 1 ･ 4 辞任
応徳 1 ･ 6 ･23任：大弐藤原実政〜寛治 2 ･?辞（→11･28：伊豆配流）
寛治 2 ･ 8 ･29任：権帥藤原伊房〜寛治 6 ･ 7 ･18入洛
寛治 6 ･ 9 ･ 7 任：大弐藤原長房〜嘉保 1 ･?入洛
嘉保 1 ･ 6 ･12任：権帥源経信〜承徳 1 ・①･ 6 薨
承徳 1 ･ 3 ･24任：権帥大江匡房&〜康保 4 ･ 1 得替
康保 4 ･ 1 ･23任：権帥藤原保実&〜 3 ･ 4 薨
康保 4 ･ 6 ･23任：権帥藤原季仲＊&〜長治 2 ･11･ 1 停任
嘉承 1 ･ 3 ･11任：権帥大江匡房&〜天永 1
天永 2 ･ 1 ･23任：大弐藤原顕季&〜永久 3
永久 4 ･ 1 ･30任：権帥源基綱〜永久 5 ･11･30薨
永久 5 ･12･30任：権帥源重資〜保安 2 ･⑤辞任
保安 2 ･ 6 ･26任：大弐藤原俊忠〜保安 4 ･ 7 ･ 9 薨
保安 4 ･12･20任：大弐藤原長実&〜大治 3 ･ 1 ･24得替
大治 3 ･ 1 ･24任：大弐藤原経忠〜長承 1 ｶ
長承 2 ･ 1 ･29任：権帥藤原長実&〜 8 ･19薨
長承 3 ･ 2 ･22任：大弐藤原実光〜保延 5 ･ 1 得替
保延 5 ･ 1 ･24任：権帥藤原顕頼&〜永治 1 ･12･ 2 辞任
永治 1 ･12･ 2 任：大弐平実親〜天養 1 ･ 1 ･24辞任
天養 1 ｶ：大弐藤原重家&〜久安 4 ｶ
久安 5 ･ 3 ･18任：大弐藤原清隆&→ 8 ･ 2 ：権帥〜仁平 3 ・⑫･23辞任












































































































































































































































































































































































































































































































































































保元 1 ･ 9 ･17任：大弐藤原忠能〜保元 3 ･ 3 ･ 6 薨
保元 3 ・ 3 ･13任：藤原季行〜 8 ･10停任
保元 3 ・ 8 ･10任：大弐平清盛&〜永暦 1 ･12･30辞任
永暦 1 ･12･30任：大弐藤原成範〜応保 2 ･ 4 ･ 7 辞任
応保 2 ･ 4 ･ 7 任：権帥藤原顕時&〜長寛 2 ･ 1 ･ 1 辞任
長寛 1 ･ 2 ･ 8 任：兼大弐藤原永範〜仁安 1 ･ 7 ･15兼任停任
仁安 1 ･ 7 ･15任：大弐平頼盛&〜仁安 3 ･11･28解却
仁安 3 ･12･13任：大弐藤原信隆〜承安 1 ･12･ 8 止
承安 1 ･12･ 8 任：大弐藤原重家&〜安元 2 ･ 6 ･17出家
安元 2 ･12･ 5 任：大弐藤原親房（→改名：親信）〜治承 3 ･11･17解官
治承 3 ･11･19任：兼権帥藤原隆季〜寿永 1 ･ 3 ･26辞任
寿永 1 ･ 3 ･26任：大弐藤原実清&〜寿永 2 ･11･28解官
元暦 1 ・ 3 ･27還任：大弐藤原実清&〜12･21出家
《文治 1 ･ 7 ･28：源頼朝の使中原久経・藤原周平が鎮西の事を沙汰する》
文治 1 ･10･11任：兼権帥藤原経房&〜建久 1 ･ 1 ･24辞任
《文治 2 ･12･10：藤原（天野）遠景を鎮西九国奉行人とする》
（備考）人名の後の記号は次の通り。＊＝小野宮流またはそれに近い立場の人物、#＝摂関家に
近侍する者またはそれに近い立場の人物、&＝院近臣。
一
二
は
大
宰
権
帥
平
惟
仲
に
よ
る
行
為
で
、
牧
子
十
三
人
を
壱
岐
島
に
追
い
渡
し
て
荒
馬
の
捕
獲
に
従
事
さ
せ
た
こ
と
が
非
難
さ
れ
て
い
る
。
惟
仲
は
雑
色
長
宇
自
可
春
利
に
命
じ
て
こ
の
追
渡
を
行
わ
せ
た
が
、
惟
仲
が
宇
佐
宮
と
の
争
い
で
釐
務
停
止
に
な
り
、
こ
の
年
に
死
去
し
た
こ
と
、
惟
仲
の
次
に
は
実
資
の
兄
に
あ
た
る
藤
原
高
遠
が
大
宰
大
弐
と
し
て
赴
任
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
こ
の
状
況
は
回
復
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
ｃ
─
２
で
は
実
資
は
近
江
国
に
遁
走
し
た
春
利
を
国
符
を
持
っ
た
健
児
と
小
野
宮
家
の
下
人
に
捕
獲
さ
せ
、
厩
へ
の
拘
禁
を
行
っ
て（17
（
、
過
状
と
日
記
の
進
上
や
雑
物
弁
文
を
申
上
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
平
惟
仲
は
道
長
の
家
司
受
領
で
あ
り
、
小
野
宮
流
の
佐
理
の
後
は
藤
原
有
国
、
平
惟
仲
と
、
道
長
の
関
係
者
が
二
代
続
き
、
次
に
小
野
宮
流
の
高
遠
が
府
官
長
に
就
任
し
た
こ
と
に
な
る
。
ｃ
─
１
で
は
平
惟
仲
が
貫
首
秦
定
重
の
家
で
死
去
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
定
重
は
府
官
の
有
力
者
で
、
寛
弘
六
年
に
高
遠
が
筑
後
守
菅
野
文
信
と
対
立
し
て
釐
務
停
止
に
な
っ
た
際
に
も
、『
御
堂
関
白
記
』
同
年
九
月
十
九
日
条
に
「
遣
二
大
宰
一
請
二
印
符
官レ
一
。
藤
原
憲
通
・
同
保
相
・
秦
定
重
・
散
位
平
政
知
等
召
符
、
又
止
二
大
弐
理
務
一
符
、
又
文
信
愁
状
内
廿
箇
条
定
符
等
也
」
と
見
え
て
お
り
、
代
々
の
府
官
長
を
支
え
る
府
官
の
筆
頭
者
の
地
位
に
あ
っ
た
。『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
六
第
十
六
話
「
鎮
西
貞
重
従
者
、於
レ
淀
買
二
得
玉
一
話
」、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
下
─
一
八
〇
（
巻
十
四
ノ
六
）「
珠
ノ
価
、無
レ
量
事
」
に
は
定
（
貞
）
重
の
活
動
の
一
端
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
定
重
は
「
勢
徳
ノ
者
」
で
、「
ノ
輔
ノ
任
畢
テ
上
ケ
ル
ニ
、
送
リ
テ
京
上
ス
ト
テ
、
宇
治
殿
ニ
参
ラ
セ
ム
料
、
亦
、
私
ニ
知
リ
タ
ル
人
ニ
モ
志
サ
ン
ト
、
唐
人
ノ
物
ヲ
六
七
千
疋
許
借
テ
ケ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
彼
は
府
官
長
ク
ラ
ス
の
人
々
だ
け
で
な
く
、
藤
原
頼
通
や
諸
公
卿
な
ど
中
央
の
人
々
と
も
広
く
つ
な
が
り
を
有
し
、
ま
た
宋
商
人
か
ら
借
財
が
可
能
な
程
に
密
接
な
関
係
を
築
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
定
重
の
孫
は
筥
崎
大
夫
則
重
で
、
彼
も
『
水
左
記
』
永
保
元
年
（
一
〇
八
一
）
十
月
二
十
五
日
条
（
後
掲
史
料
ｙ
）
に
宋
商
人
来
着
時
の
大
宰
府
の
勾
当
官
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
博
多
近
辺
の
筥
崎
を
拠
点
に
府
官
か
つ
交
易
に
従
事
す
る
存
在
と
し
て
地
歩
を
維
持
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
定
重
の
子
、
則
重
の
父
は
、
通
字
と
活
動
時
期
か
ら
見
て
、
秦
時
重
と
考
え
ら
れ
、
時
重
は
平
氏
政
権
下
に
一
三
唐
物
・
南
島
産
品
と
小
野
宮
流
・
御
堂
流
大
蔵
（
原
田
）
種
直
が
大
宰
少
弐
に
任
用
さ
れ
る
際
に
、「
秦
時
重
〈
康
平
六
年
（
一
〇
六
三
）
十
一
月
任
少
二
〔
弐
〕〉」
と
（『
吉
記
』
養
和
元
年
〔
一
一
八
一
〕
四
月
十
日
条
）、
刀
伊
の
入
寇
の
際
に
活
躍
し
た
平
致
行
・
藤
原
蔵
規
に
次
い
で
、
府
官
か
ら
少
弐
に
な
っ
た
三
例
目
の
人
物
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
定
（
貞
）
重
─
時
重
─
則
重
は
府
官
と
し
て
代
々
の
府
官
長
に
奉
仕
す
る
と
と
も
に
、
中
央
貴
族
と
も
つ
な
が
り
を
持
ち
、
唐
物
の
入
手
な
ど
に
応
じ
得
る
よ
う
な
宋
人
と
の
人
脈
を
構
築
し
て
い
た
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
う
し
た
府
官
と
の
関
係
形
成
は
小
野
宮
家
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
り
、
ｄ
で
は
藤
原
蔵
規
を
高
田
牧
司
と
し
て
、
こ
の
蔵
規
が
準
備
し
た
隼
船
に
よ
っ
て
円
滑
な
海
上
航
行
、
唐
物
の
入
手
と
速
や
か
な
る
京
上
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ｅ
─
１
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）
五
月
十
六
日
条
（
上
略
）
又
定
下
陸
奥
黄
金
并
重
忠
後
家
申
為
二
種
材
一
被
レ
殺
二
重
忠
一
事
等
上
。（
下
略
）
ｅ
─
２
『
小
右
記
』
寛
弘
五
年
十
一
月
十
六
日
条
種
材
朝
臣
、
今
日
令
レ
召
二
候
左
衛
門
府
射
場
一
。
自
二
大
宰
使
一
検
非
違
使
官
人
請
取
云
々
。
道
官
人
云
、
肱
禁
可
二
請
禁
一
云
々
。
然
而
依
二
左
相
府
気
色
一
不
レ
用
二
禁
法
一
云
々
。
維
衡
・
致
頼
朝
臣
不
二
肱
禁
一
、
何
况
於
二
種
材
所
レ
犯
不
一レ
明
。
専
不
レ
可
二
肱
禁
一
歟
。
肱
禁
事
別
当
頗
有
二
其
気
色
一
云
々
。
件
事
再
三
申
達
。
ｅ
─
３
『
小
右
記
』
寛
弘
五
年
十
二
月
三
十
日
条
資
平
云
、
種
材
朝
臣
・
朝
兼
宿
禰
原
免
。
広
業
朝
臣
召
二
遣
検
非
違
使
一
者
。
朝
兼
原
免
未
レ
知
二
其
故
一
、
世
以
可
レ
奇
之
事
也
。
未
レ
聞
二
道
路
所
一レ
言
。
後
日
左
武
衛
〈
別
当
〉
云
、
両
人
申
二
病
故
一
、
為
レ
令
レ
出
レ
自
二
射
場
一
者
、
令
レ
見
二
気
色
一
有
二
恩
免
一
次
〔
歟
ヵ
〕。
是
左
府
之
御
用
意
也
。
　
ｅ
は
藤
原
純
友
の
乱
平
定
に
活
躍
し
た
大
蔵
春
実
の
孫
で
、
大
宰
府
管
内
に
お
け
る
大
蔵
氏
流
武
士
団
の
祖
と
な
る
大
蔵
種
材
に
関
わ
る
事
件
で
あ
る
。
彼
は
大
宰
大
弐
藤
原
高
遠
が
寛
弘
二
年
（
一
〇
〇
五
）
六
月
に
着
任
し
た
時
に
、「
監
種
材
朝
臣
、
山
つ
ら
に
、
か
し
ら
し
一
四
ろ
く
て
あ
り
し
を
み
て
、か
み
さ
ひ
て
や
ま
へ
に
み
ゆ
る
を
き
な
草
い
と
ゝ
ゆ
き
つ
む
は
る
そ
か
ひ
な
き
」
と
、歌
の
贈
答
を
交
わ
し
た
（『
大
弐
高
遠
集
』）
の
が
史
料
上
の
初
見
で
あ
る
が
、
時
に
五
十
歳
代
と
目
さ
れ
、
秦
定
重
と
同
様
に
、
府
官
と
し
て
代
々
の
府
官
長
に
奉
仕
し
、
大
宰
府
周
辺
で
地
歩
を
築
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う（18
（
。
こ
の
事
件
は
種
材
の
子
満
高
が
大
隅
守
菅
野
重
忠
を
殺
害
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
も
の
で
、満
高
は
源
良
国
と
変
名
し
て
、長
ら
く
行
方
を
隠
す
こ
と
に
な
る
か
ら
（『
紀
略
』
寛
弘
四
年
七
月
一
日
条
、長
元
四
年
〔
一
〇
三
一
〕
三
月
十
四
日
条
）、
種
材
が
京
上
を
命
じ
ら
れ
、
左
衛
門
府
射
場
に
召
候
さ
れ
る
仕
儀
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
（
ｅ
─
１
で
は
種
材
が
重
忠
が
殺
害
し
た
と
あ
る
の
で
、
関
与
が
推
定
さ
れ
る
も
の
の
、
直
接
の
下
手
人
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
）。
こ
れ
は
上
述
の
高
遠
の
釐
務
停
止
に
至
る
菅
野
一
族
と
の
紛
擾
の
端
緒
と
な
る
出
来
事
と
思
わ
れ
、
府
官
層
の
人
々
の
活
動
を
窺
わ
せ
る
。
　
ｅ
─
２
・
３
に
よ
る
と
、
小
野
宮
流
の
藤
原
高
遠
は
種
材
の
京
上
を
承
諾
し
、
時
の
検
非
違
使
別
当
は
や
は
り
小
野
宮
流
の
藤
原
懐
平
で
あ
り
、
懐
平
は
種
材
を
肱
禁
し
よ
う
と
し
た
が
、
左
大
臣
藤
原
道
長
の
反
対
に
よ
り
、「
不
レ
用
二
禁
法
一
」
と
な
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
病
を
理
由
に
射
場
召
候
も
解
か
れ
、
結
局
は
原
免
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
「
左
府
之
御
用
意
也
」
と
評
さ
れ
て
い
る
の
で
、
種
材
も
ま
た
、
中
央
の
最
高
権
力
者
で
あ
る
摂
関
家
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る（19
（
。
ｅ
─
３
に
種
材
と
と
も
に
見
え
る
朝
兼
は
土
師
宿
禰
朝
兼
で
、『
小
右
記
』
寛
弘
五
年
七
月
二
十
日
・
八
月
八
日
条
に
よ
る
と
、
長
門
守
藤
原
良
道
か
ら
、「
為
二
朝
兼
宿
祢
一
圍
レ
館
并
被
レ
殺
二
害
郎
等
一
之
由
」、「
為
下
居
二
住
阿
武
郡
一
之
朝
兼
宿
祢
并
男
鋳
銭
司
判
官
為
基
等
上
被
二
圍
陵
一
、
兼
被
レ
殺
二
害
郎
等
三
人
一
之
事
」
が
訴
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
五
位
を
有
す
る
身
で
は
あ
っ
た
が
、
右
大
臣
藤
原
顕
光
以
下
の
定
に
よ
っ
て
召
問
さ
れ
て
い
た
。
　
『
大
間
成
文
抄
』
第
四
に
は
長
保
元
年
（
九
九
九
）
秋
に
「
大
宰
少
監
正
六
位
上
土
師
宿
禰
朝
兼
〈
常
住
寺
修
理
料
〉」
と
見
え
、
実
は
朝
兼
も
府
官
の
肩
書
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
長
門
国
阿
武
郡
は
長
登
銅
山
（
美
祢
郡
）
の
東
隣
り
に
所
在
し
、
海
上
交
通
で
博
多
方
面
と
連
絡
可
能
で
あ
り
、朝
兼
は
府
官
と
な
る
こ
と
で
、唐
物
の
入
手
な
ど
を
企
図
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、寛
仁
二
年
（
一
〇
一
八
）
に
は
長
門
守
高
階
業
敏
が
鋳
銭
司
判
官
土
師
為
元
の
愁
訴
に
よ
り
解
却
さ
れ
る
出
来
事
が
起
き
て
い
る
が
（『
小
右
記
』
同
年
十
二
月
七
日
一
五
唐
物
・
南
島
産
品
と
小
野
宮
流
・
御
堂
流
条
）、「
為
元
、
是
大
殿
毎
年
献
二
上
牛
一
者
也
」
と
い
い
、「
業
敏
者
故
業
遠
朝
臣
子
、
業
遠
者
大
殿
無
双
者
也
。
死
後
被
レ
解
二
退
子
官
一
、万
人
有
レ
所
レ
言
歟
。
但
先
年
為
元
父
朝
兼
、
為
二
守
良
道
一
致
二
非
常
事
一
。
仍
被
レ
召
二
候
左
衛
門
府
一
、
欲
二
推
訊
一
之
間
、
業
遠
横
申
免
了
。
彼
間
天
下
云
、
如
レ
無
二
公
事
一
、
国
々
司
抱
レ
膝
仰
レ
天
。
今
依
二
彼
報
一
引
二
及
子
息
一
歟
。
為
元
者
故
朝
兼
子
、
業
敏
者
故
業
遠
子
」
と
解
説
・
論
評
が
加
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
以
上
を
要
す
る
に
、
摂
関
家
は
こ
う
し
た
地
方
支
配
の
中
核
と
な
る
よ
う
な
家
系
の
者
と
も
密
接
な
関
係
を
築
い
て
い
た
の
で
あ
り
、
彼
ら
か
ら
の
貢
納
品
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
入
宋
僧
寂
照
の
弟
子
念
救
が
一
時
帰
国
し
、
藤
原
道
長
の
宋
・
天
台
山
へ
の
施
送
文
な
ど
を
携
え
て
、
再
度
渡
海
す
る
際
に
は（20
（
、
入
京
し
て
い
た
神
埼
御
庄
司
豊
島
方
人
と
と
も
に
大
宰
府
に
下
向
し
て
い
る
が
（『
御
堂
関
白
記
』
長
和
四
年
〔
一
〇
一
五
〕
七
月
十
五
日
条
）、
方
（
才
）
人
は
府
官
と
し
て
も
知
ら
れ
る
人
物
で
、
こ
れ
以
前
の
正
暦
元
年
（
九
九
〇
）
に
は
宋
商
人
周
文
徳
が
源
信
に
宛
て
た
書
状
を
「
則
大
府
貫
首
豊
島
才
人
、
附
二
書
上
一
封
一
、
奉
上
先
了
」
と
あ
る
か
ら
（『
往
生
要
集
』
下
所
収
正
暦
二
年
二
月
十
一
日
付
周
文
徳
書
状
）、
宋
商
人
と
の
連
絡
役
を
務
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ｄ
に
よ
る
と
、
府
官
で
高
田
牧
司
で
あ
っ
た
藤
原
蔵
規
が
隼
船
を
提
供
し
た
と
あ
り
、
こ
の
労
送
に
は
宗
像
妙
忠
も
助
力
し
た
と
い
う
。
刀
伊
の
入
寇
の
際
に
、
大
宰
府
側
で
は
刀
伊
人
追
撃
の
た
め
に
船
を
準
備
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
時
点
で
は
充
分
な
数
が
集
ま
っ
て
お
ら
ず
、
進
発
の
可
否
を
協
議
し
た
と
こ
ろ
、
大
蔵
種
材
は
「
種
材
齢
過
二
七
旬
一
、
身
為
二
功
臣
之
後
一
。
待
レ
造
二
了
兵
船
一
之
間
恐
賊
徒
早
逃
。
弃
レ
命
忘
レ
身
、
一
人
先
欲
二
進
向
一
者
」
と
揚
言
し
た
の
で
、
進
発
が
決
定
し
た
と
さ
れ
る
（『
小
右
記
』
寛
仁
三
年
〔
一
〇
一
九
〕
六
月
二
十
九
日
条
）。「
追
二
打
刀
伊
一
之
官
軍
等
皆
府
無
レ
止
武
者
等
」
と
あ
り
（
五
月
二
十
四
日
条
）、
こ
う
し
た
府
官
の
人
々
は
武
者
と
し
て
武
力
を
有
し
、
ま
た
兵
船
な
ど
の
移
動
手
段
も
独
自
に
調
達
し
得
た
と
考
え
ら
れ
、そ
こ
に
ｄ
の
平
時
に
お
け
る
隼
船
に
よ
る
迎
送
を
可
能
に
し
た
背
景
が
看
取
さ
れ
る
。
　
ち
な
み
に
、
府
官
層
は
摂
関
家
の
み
を
本
主
と
仰
い
だ
訳
で
は
な
い
、
宗
像
氏
は
高
田
牧
の
所
在
や
宗
像
神
へ
の
信
仰
と
の
関
係
で
小
野
宮
流
と
つ
な
が
り
を
有
し
て
い
た
。
藤
原
蔵
規
は
小
野
宮
流
と
の
関
係
を
形
成
し
て
い
る
が
、
そ
の
子
則
隆
、
孫
正
高
は
藤
原
隆
家
の
郎
等
一
六
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る（『
春
記
』長
久
元
年〔
一
〇
四
〇
〕四
月
十
七
・
二
十
七
日
条
）。
こ
れ
は
隆
家
の
二
度
目
の
権
帥
在
任（
長
暦
元
年
〔
一
〇
三
七
〕
〜
長
久
二
年
）
の
時
の
出
来
事
で
あ
る
も
の
の
、
隆
家
は
今
回
は
赴
任
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
系
統
の
人
々
と
の
関
係
は
一
度
目
の
刀
伊
の
入
寇
時
の
在
任
期
間
、
即
ち
蔵
規
の
段
階
か
ら
結
ば
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る（21
（
。
し
た
が
っ
て
ｄ
の
段
階
で
は
摂
関
家
だ
け
で
な
く
（
御
堂
流
も
ま
だ
「
家
」
と
し
て
安
定
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
）、
小
野
宮
流
な
ど
も
府
官
と
の
関
係
形
成
に
努
め
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
際
に
高
田
牧
の
存
在
は
大
き
な
核
と
し
て
有
用
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
摂
関
家
と
の
関
係
を
選
択
し
た
大
蔵
氏
流
が
そ
の
後
も
長
く
大
宰
府
周
辺
を
拠
点
に
、
西
海
道
に
広
く
展
開
し
た
の
に
対
し
て
、
藤
原
蔵
規
の
後
裔
は
大
宰
府
を
離
れ
て
、
肥
後
国
に
土
着
、
菊
池
氏
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
に
な
る（22
（
。
勿
論
、
菊
池
氏
の
人
々
も
大
蔵
氏
流
な
ど
と
も
婚
姻
関
係
を
有
し
、
大
宰
府
と
の
つ
な
が
り
を
維
持
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
本
主
の
選
択
が
そ
の
後
の
一
族
の
展
開
過
程
に
影
響
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
意
味
で
も
当
該
期
は
一
つ
の
歴
史
の
分
岐
点
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
二　
平
季
基
事
件
　
前
章
で
は
小
野
宮
流
の
藤
原
実
資
が
筑
前
国
高
田
牧
を
拠
点
に
府
官
層
の
人
々
と
つ
な
が
り
を
形
成
し
、
表
１
に
看
取
さ
れ
る
よ
う
な
唐
物
の
貢
上
を
得
て
い
た
こ
と
を
見
た
。
長
和
二
年
（
一
〇
一
三
）
の
事
例
は
周
文
裔
Ⅰ
の
来
航
に
関
す
る
も
の
で
、
実
資
の
下
に
は
藤
原
蔵
規
か
ら
雄
黄
二
分
二
銖
・
甘
松
香
十
両
・
荒
鬱
金
香
十
両
・
金
青
五
両
・
紫
草
三
枚
、
藤
原
明
範
（
刀
伊
の
入
寇
時
点
で
は
前
少
監
）
か
ら
は
甘
松
（
香
）
四
両
・
荒
鬱
金
（
香
）
三
両
・
金
青
三
両
な
ど
が
届
け
ら
れ
て
お
り
、
高
田
牧
司
宗
形
信
遠
が
進
上
し
た
豹
皮
一
枚
も
唐
物
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
（『
小
右
記
』
同
年
七
月
二
十
五
・
二
十
六
日
、
八
月
七
日
条
）。
一
方
、
こ
の
時
に
は
朝
廷
へ
の
唐
物
進
覧
が
行
わ
れ
、
皇
太
后
宮
（
藤
原
彰
子
）・
中
宮
（
藤
原
妍
子
）・
皇
后
（
藤
原
娍
子
）・
東
宮
（
敦
成
親
王
〔
後
一
条
天
皇
〕）
な
ど
と
と
も
に
、
一
七
唐
物
・
南
島
産
品
と
小
野
宮
流
・
御
堂
流
藤
原
道
長
に
も
分
賜
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
額
は
錦
八
疋
・
綾
二
十
三
疋
・
丁
子
百
両
・
麝
香
五
臍
・
紺
青
百
両
・
甘
松
（
香
）
三
斤
と
、
実
資
が
入
手
し
た
も
の
と
は
質
・
量
と
も
に
桁
違
い
で
あ
っ
た
（『
御
堂
関
白
記
』
同
年
二
月
四
日
条
）。
こ
れ
は
朝
廷
の
先
買
権
（
関
市
令
官
司
条
）
に
基
づ
い
て
、
優
品
を
ま
ず
献
上
・
入
手
し
た
も
の
で
あ
り（23
（
、
天
皇
を
中
心
と
す
る
権
力
中
枢
部
に
い
る
者
の
み
が
余
慶
に
与
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
大
宰
大
弐
は
道
長
に
近
侍
す
る
平
親
信
で
あ
り
、
道
長
は
こ
う
し
た
府
官
長
を
介
し
て
も
唐
物
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る（24
（
。
ｆ
『
小
右
記
』
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
十
月
二
十
六
日
条
（
上
略
）《
藤
原
》
俊
忠
朝
臣
為
二
大
弐
《
藤
原
惟
憲
》
使
一
、
持
二
来
彼
事
〔
書
ヵ
〕
状
一
之
中
云
、
絹
百
疋
・
檳
榔
二
百
把
進
上
之
。
至
二
檳
榔
一
、
依
二
前
日
消
息
一
所
レ
進
レ
之
。
涓
〔
絹
ヵ
〕
者
、
頼
隆
真
人
云
、
可
レ
献
二
五
節
舞
姫
一
者
、
仍
所
レ
献
者
。
　
ｆ
は
大
宰
大
弐
藤
原
惟
憲
か
ら
実
資
の
下
に
進
上
物
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
も
の
で
、
こ
こ
で
は
檳
榔
二
百
把
の
貢
上
に
注
目
し
た
い
。
表
１
に
よ
る
と
、
こ
の
年
に
は
大
隅
掾
為
頼
と
い
う
者
か
ら
も
檳
榔
二
百
把
を
得
て
い
る
。
檳
榔
は
南
島
産
品
で
、
奈
良
時
代
に
は
檳
榔
扇
が
珍
重
さ
れ
、『
延
喜
式
』
に
は
大
宰
府
か
ら
の
交
易
物
に
檳
榔
蓑
の
貢
進
が
記
さ
れ
て
い
る
が
（
民
部
上
、内
蔵
寮
・
斎
院
司
・
監
物
な
ど
）、
ｆ
の
時
期
で
は
檳
榔
毛
車
と
称
さ
れ
る
牛
車
の
装
飾
に
必
要
で
、こ
れ
は
「
太
上
皇
已
下
四
位
已
上
通
用
、（
非
ﾅ
）
参
議
不
レ
立
レ
榻
」（『
西
宮
記
』
巻
十
七
・
車
）
と
あ
り
、
上
級
貴
族
の
乗
用
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
「
近
代
無
二
乗
用
之
人
一
」
と
の
分
註
も
見
え
る
が
、
院
政
期
の
故
実
を
記
し
た
久
我
（
源
）
通
方
撰
『
餝
抄
』
下
・
車
に
は
「
執
柄
家
々
礼
之
人
用
二
檳
榔
毛
一
〈
檳
榔
、
前
関
白
《
近
衛
》
領
鎮
西
志
摩
戸
庄
土
産
云
々
。
仍
所
望
用
レ
之
云
々
〉。
当
家
用
レ
菅
。〈
但
檳
榔
毛
尋
得
之
時
用
レ
之
、
又
無
レ
難
云
々
〉」
と
あ
り
、
後
代
に
も
珍
重
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
当
代
に
お
い
て
も
、『
小
右
記
』
長
和
三
年
（
一
〇
一
四
）
十
二
月
二
十
五
日
条
に
は
、「
又
命
云
、
檳
榔
太
難
レ
得
。
諸
卿
云
、
用
二
唐
車
一
何
如
。
汝
未
レ
関
二
此
儀
一
如
何
者
。
答
云
、
上
古
檳
榔
毛
車
毎
年
不
二
改
調
一
、
隨
二
損
壊
一
改
替
、
有
二
何
事
一
乎
、
依
二
毎
年
改
張
一
、
自
為
二
難
レ
得
物
一
。
至
二
唐
車
一
不
二
甘
心
一
申
」
と
あ
り
、
藤
原
道
長
で
さ
え
も
入
手
し
難
い
場
合
も
あ
っ
一
八
た（25
（
。
　
こ
れ
よ
り
先
の
治
安
元
年
（
一
〇
二
一
）
七
月
二
十
五
日
に
実
資
は
念
願
の
右
大
臣
に
昇
任
し
て
い
る
（『
公
卿
補
任
』）。
当
時
は
道
長
は
大
殿
・
太
閤
と
し
て
健
在
で
あ
っ
た
が
（
万
寿
四
年
十
二
月
四
日
死
去
）、
政
務
の
中
心
は
関
白
左
大
臣
頼
通
が
担
い
、
実
資
は
故
実
に
通
じ
た
存
在
と
し
て
、
頼
通
の
信
頼
も
厚
く
、
存
在
感
が
大
き
く
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
で
『
小
右
記
』
長
元
二
年
（
一
〇
二
九
）
三
月
二
日
条
に
は
、
周
文
裔
Ⅲ
来
航
の
際
に
宗
像
妙
忠
を
介
し
て
実
資
宛
の
書
状
・
進
物
が
届
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
文
裔
は
「
抑
従
二
弱
冠
一
及
二
今
衰
邁
一
、伏
聞
二
殿
下
徳
声
政
誉
一
、其
来
久
矣
。
然
而
貴
賤
有
レ
殊
、違
レ
名
無
レ
路
、雖
レ
存
二
奉
仕
之
願
一
、未
レ
顕
二
犬
馬
之
数
一
。
蓋
恐
二
声
威
之
貴
一
、
徒
送
二
多
廻
之
春
秋
一
也
。
已
往
之
咎
追
悔
何
益
。
但
於
二
比
〔
此
ヵ
〕
度
一
欲
レ
遂
二
旧
望
一
」
と
称
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
実
資
が
大
臣
に
な
り
、
頼
通
を
支
え
る
存
在
と
し
て
重
要
度
が
増
し
た
た
め
で
あ
っ
て
、
合
せ
て
太
政
官
へ
の
書
状
進
呈
を
委
託
し
て
い
る
。
実
資
は
進
物
を
返
却
し
た
の
で
、
文
裔
の
子
良
史
か
ら
は
「
父
船
頭
所
レ
進
二
右
大
殿
一
雑
物
被
二
返
下
一
者
、
早
交
〔
受
〕
領
了
。
雖
レ
無
二
本
意
一
、亦
近
代
希
有
事
也
、不
二
亦
盛
一
乎
。
所
レ
謂
何
代
無
レ
賢
、其
斯
之
矣
」
と
の
評
言
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
（
八
月
二
日
条（26
（
）。
　
表
１
に
よ
る
と
、
こ
う
し
た
状
況
と
符
合
す
る
よ
う
に
、
上
述
の
大
隅
掾
為
頼
か
ら
の
貢
進
な
ど
、
実
資
の
下
に
は
西
海
道
、
特
に
南
九
州
の
国
守
や
こ
の
某
為
頼（「
住
大
隅
」と
あ
り
、土
着
者
か
）の
よ
う
な
在
地
有
力
者
か
ら
の
志
送
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
人
々
の
う
ち
、
表
１
─
18
・
20
の
薩
摩
守
巨
勢
文
任
は
か
つ
て
小
野
宮
家
の
家
政
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
（『
小
右
記
』
治
安
元
年
三
月
六
・
七
日
条
）、
そ
れ
以
前
に
も
少
外
記
と
し
て
大
納
言
・
右
大
弁
の
実
資
に
対
し
て
様
々
な
報
告
や
勘
申
・
文
書
送
付
を
行
う
存
在
と
し
て
散
見
す
る
の
で
、
そ
う
し
た
関
係
か
ら
実
資
に
近
侍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う（27
（
。
表
１
─
13
・
15
の
肥
前
守
惟
宗
貴
重
は
文
章
生
・
式
部
録
か
ら
左
少
史
・
左
大
史
に
な
っ
た
人
物
で
、
長
和
年
間
に
は
下
総
守
に
転
じ
て
い
た（28
（
。
そ
の
下
総
守
の
受
領
功
過
定
、
加
階
申
請
に
際
し
て
、
実
資
は
「
貴
重
三
个
年
辞
退
、
済
二
二
个
年
一
。
在
任
四
个
年
済
二
之
二
个
年
事
一
、
申
下
請
可
レ
関
二
勧
賞
一
由
上
蒙
二
官
符
一
。
在
任
三
个
年
済
二
二
个
年
一
、
可
レ
謂
二
至
功
一
」、「
貴
重
事
余
所
レ
申
也
」
と
述
べ
て
お
り
（
寛
仁
三
年
正
月
二
十
三
日
条
）、
貴
重
は
一
九
唐
物
・
南
島
産
品
と
小
野
宮
流
・
御
堂
流
ま
た
、
実
資
の
新
造
寝
殿
へ
の
移
徙
の
行
事
に
も
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
（
同
年
十
二
月
二
十
一
日
条
）、
や
は
り
実
資
に
近
侍
す
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
惟
宗
貴
重
の
志
送
品
の
う
ち
、
色
皮
・
檳
榔
は
表
１
で
は
大
隅
・
薩
摩
か
ら
の
志
送
品
と
共
通
し
、
色
皮
は
日
向
久
湯
評
（
児
湯
郡
）
か
ら
の
牛
皮
進
上
（『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
十
七
─
三
九
頁
）
や
隼
人
の
牛
皮
・
鹿
皮
貢
上
例
（『
日
本
書
紀
』
持
統
三
年
正
月
壬
戌
条
）
な
ど
を
参
照
す
る
と
、そ
の
地
域
の
特
産
品
の
よ
う
に
思
わ
れ
る（29
（
。
た
だ
、『
肥
前
国
風
土
記
』
松
浦
郡
値
嘉
郷
条
に
は
「
彼
白
水
郎
、
富
二
於
馬
牛
一
」、「
此
島
白
水
郎
、
容
貌
似
二
隼
人
一
、
恒
好
二
騎
射
一
、
其
言
語
、
異
二
俗
人
一
也
」
と
あ
り
、
値
嘉
島
に
は
檳
榔
も
生
息
し
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
物
品
を
肥
前
国
で
入
手
し
得
た
可
能
性
も
な
い
訳
で
は
な
い
。
ま
た
表
１
─
14
の
温
石
鍋
は
南
海
交
易
に
も
携
わ
っ
た
宋
商
人
の
煮
炊
き
具
を
起
源
と
す
る
と
目
さ
れ
る
滑
石
製
石
鍋
で
、
対
外
交
易
の
中
継
地
と
し
て
も
重
要
な
西
彼
杵
半
島
が
生
産
地
に
な
っ
て
い
た（30
（
。
上
述
の
値
嘉
島
は
「
唐
人
等
必
先
到
二
件
島
一
、
多
採
二
香
薬
一
以
加
二
貨
物
一
、
不
レ
令
下
二
此
間
人
民
一
観
中
其
物
上
□
。
又
其
海
浜
多
二
奇
石
一
、
或
鍛
練
得
レ
銀
、
或
琢
磨
似
レ
玉
。
唐
人
等
好
取
二
其
石
一
、
不
レ
暁
二
土
人
一
」（『
三
代
実
録
』
貞
観
十
八
年
〔
八
七
六
〕
三
月
九
日
条
）
と
あ
り
、
南
路
に
よ
る
遣
唐
使
の
進
発
地
以
来
の
便
地
で
、
唐
・
宋
商
人
の
寄
港
地
に
も
な
っ
て
い
た
か
ら
、
肥
前
国
の
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
を
反
映
す
る
志
送
品
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ｇ
─
１
『
小
右
記
』
長
徳
三
年
（
九
九
七
）
十
月
一
日
条
（
上
略
）
一
献
之
間
、
左
近
陣
官
高
声
之
曰
、
大
宰
飛
駅
到
来
云
、
高
麗
人
虜
二
掠
対
馬
・
壹
岐
島
一
、
又
着
二
肥
前
国
一
欲
二
虜
領
一
云
々
。（
中
略
）
丞
相
復
レ
座
云
、
奄
美
島
者
焼
二
亡
海
夫
等
宅
一
、
奪
二
取
財
物
一
。
又
執
二
載
男
女
於
舟
一
将
去
、
尚
浮
二
海
上
一
成
レ
犯
之
由
云
々
。（
中
略
）
左
大
臣
参
上
令
レ
奏
、
良
久
之
後
復
レ
座
、
下
二
給
大
宰
府
言
上
解
文
等
一
。
筑
前
・
筑
後
・
薩
摩
・
壹
岐
・
対
馬
、
或
殺
害
或
放
火
、
奪
二
取
人
物
一
、多
浮
二
海
上
一
。
又
為
二
当
国
人
一
於
二
処
一々
合
戦
之
間
、奄
美
人
中
レ
矢
亦
有
二
其
数
一
。
但
当
国
人
多
被
二
奪
取
一
、已
及
二
三
百
人
一
。
府
解
文
云
、
先
年
奄
美
島
人
来
、
奪
二
取
大
隅
国
人
民
四
百
人
一
、
同
以
将
去
。
其
時
不
二
言
上
一
。
今
慣
二
彼
例
一
、
自
致
二
斯
犯
一
歟
。
仍
二
〇
徴
二
発
人
兵
一
、
警
二
固
要
害
一
、
令
二
追
捕
一
也
。
若
有
二
其
勤
一
者
可
レ
被
レ
加
二
勧
賞
一
者
。
又
高
麗
同
艤
二
兵
船
五
百
艘
一
向
二
日
本
国
一
、
欲
レ
致
レ
奸
者
。
誠
雖
二
浮
言
一
、
依
三
云
々
所
二
言
上
一
也
者
。（
下
略
）
ｇ
─
２
『
権
記
』
長
徳
三
年
十
月
一
日
条
（
上
略
）
大
弐
藤
原
朝
臣
同
付
二
此
使
一
所
レ
送
書
状
云
、
南
蛮
賊
徒
到
二
肥
前
・
肥
後
・
薩
摩
等
国
一
、
劫
二
人
物
一
奪
侵
犯
之
由
、
逐
日
申
来
、
仍
言
二
上
解
文
一
者
、
事
是
非
常
也
。（
下
略
）
ｇ
─
３
『
日
本
紀
略
』
長
徳
三
年
十
一
月
二
日
条
大
宰
府
飛
駅
使
来
、
申
下
伐
二
獲
南
蛮
余
人
一
之
由
上
。
ｇ
─
４
『
日
本
紀
略
』
長
徳
四
年
九
月
十
四
日
条
大
宰
府
言
下
上
下
二
知
貴
駕
島
一
捕
二
進
南
蛮
一
由
上
。
ｇ
─
５
『
日
本
紀
略
』
長
保
元
年
（
九
九
九
）
八
月
十
九
日
条
大
宰
府
言
下
上
追
二
討
南
蛮
賊
一
由
上
。
ｇ
─
６
『
左
経
記
』
寛
仁
四
年
（
一
〇
二
〇
）
閏
十
二
月
二
十
九
日
条
（
上
略
）
南
蛮
賊
徒
到
二
薩
摩
国
一
虜
二
掠
人
民
等
一
之
由
也
。
即
参
二
左
府
一
、
申
二
事
由
一
。
次
参
二
関
白
殿
一
、
令
レ
覧
二
府
解
一
。
次
為
二
御
使
一
参
二
御
寺
一
、
申
二
此
由
一
。
仰
云
、
改
レ
年
之
後
慥
可
二
追
討
一
之
由
、
可
レ
賜
二
官
符
於
太
宰
府
一
。
ｈ
『
百
錬
抄
』
康
平
元
年
（
一
〇
五
八
）
閏
十
二
月
二
十
七
日
条
諸
卿
定
二
申
大
隅
国
流
来
唐
人
、
守
道
利
殺
害
罪
名
事
一
。
　
藤
原
道
長
執
政
期
は
宋
商
人
の
来
航
が
本
格
化
し
、
日
宋
通
交
が
確
立
し
て
い
く
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
ｇ
─
１
〜
６
の
如
き
奄
美
・
沖
縄
諸
島
方
面
へ
の
関
心
が
惹
起
さ
れ
て
お
り
、
ｇ
─
４
の
貴
駕
島
を
拠
点
に
大
宰
府
に
よ
る
統
制
が
図
ら
れ
て
い
る
。
当
該
地
二
一
唐
物
・
南
島
産
品
と
小
野
宮
流
・
御
堂
流
域
は
日
宋
貿
易
で
宋
商
人
が
日
本
で
入
手
す
る
硫
黄
の
産
地
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
後
代
の
史
料
で
は
あ
る
が
、
反
平
家
の
「
鹿
ヶ
谷
事
件
」
の
後
日
談
を
描
い
た
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
第
一
末
「
廿
八 
成
経
康
頼
俊
寛
等
油
黄
嶋
被
流
事
」
に
は
、「
さ
れ
と
も
少
将
の
舅
、
平
宰
相
の
領
、
肥
前
国
加
世
庄
と
云
所
あ
り
。
彼
こ
よ
り
折
節
に
付
如
形
の
衣
食
を
被
訪
け
れ
ば
、
康
頼
も
俊
寛
も
そ
れ
に
か
か
り
て
そ
日
を
送
り
け
る
」、
第
二
本
「
十
八 
有
王
丸
油
黄
島
へ
尋
行
事
」
に
「
山
の
峯
に
上
て
硫
黄
を
取
て
商
人
の
舟
の
よ
り
た
る
に
是
を
あ
き
な
ひ
と
か
く
は
く
ゝ
み
て
あ
か
し
く
ら
し
け
る
程
」
な
ど
と
見
え
て
お
り
、肥
前
は
有
明
海
・
五
島
列
島
を
介
し
た
日
宋
通
交
の
拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
、
薩
摩
方
か
ら
貴
駕
（
賀
）
島
に
向
か
う
硫
黄
商
人
の
往
来
、「
硫
黄
の
道
」（
サ
ル
フ
ァ
ー
ロ
ー
ド
）
や
南
島
産
品
獲
得
の
要
衝
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（31
（
。
　
ｇ
─
１
で
は
奄
美
か
ら
の
襲
来
者
に
関
連
し
て
、
高
麗
兵
船
到
来
の
風
聞
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
当
時
の
日
麗
関
係
か
ら
は
全
く
の
妄
想
と
は
言
え
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が（32
（
、
奄
美
人
の
広
範
な
襲
撃
地
域
を
ふ
ま
え
る
と
、
そ
こ
に
は
奄
美
か
ら
対
馬
ま
で
の
海
上
の
道
と
船
を
掌
握
す
る
交
易
従
事
者
が
参
加
し
て
い
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
複
雑
な
人
脈
が
交
錯
す
る
国
際
交
易
の
展
開
の
中
で
、
大
宰
府
管
内
で
は
「
奄
美
島
者
」
と
高
麗
へ
の
警
戒
が
存
し
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
い
う
見
解
も
呈
さ
れ
て
い
る（33
（
。
ｇ
─
１
・
２
で
は
襲
来
地
の
情
報
が
交
錯
し
て
い
る
が
、
ｇ
─
２
に
は
肥
前
も
含
ま
れ
て
お
り
、
肥
前
は
上
掲
史
料
に
平
家
の
庄
園
が
存
し
た
こ
と
が
見
え
、
ま
た
薩
摩
平
氏
は
肥
前
平
氏
と
の
つ
な
が
り
が
強
い
こ
と
な
ど
、
南
九
州
と
の
関
係
が
濃
密
で（34
（
、
上
述
の
滑
石
製
石
鍋
の
南
島
地
域
で
の
出
土
と
硫
黄
・
南
島
産
品
の
交
易
と
の
相
関
も
看
取
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る（35
（
。
以
上
を
要
す
る
に
、
実
資
は
小
野
宮
家
と
関
係
の
深
い
中
下
級
官
人
を
西
海
道
の
国
司
に
送
り
込
み
、
彼
ら
か
ら
の
志
送
に
よ
り
唐
物
や
南
島
産
品
を
入
手
す
る
方
途
を
築
こ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
他
に
筑
前
守
高
階
成
順
（『
小
右
記
』
万
寿
二
年
七
月
十
三
日
条
）、
筑
後
守
藤
原
盛
光
（
長
元
四
年
三
月
十
四
日
条
）、
肥
後
守
藤
原
致
光
（
治
安
三
年
正
月
十
日
条
）・
高
階
成
章
（
長
元
元
年
七
月
二
十
六
日
条
）
な
ど
が
実
資
に
罷
申
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、「
大
宰
府
と
大
宰
府
管
内
諸
国
と
の
関
係
を
考
え
る
場
合
に
、
大
宰
府
官
人
や
諸
国
の
受
領
た
ち
が
、
中
央
の
貴
族
の
誰
と
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
ん
二
二
で
い
た
の
か
と
い
う
点
を
、
分
析
の
視
角
に
今
後
は
加
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
さ
れ
る
所
以
で
あ
る（36
（
。
　
こ
れ
ら
の
国
司
ク
ラ
ス
の
人
々
と
と
も
に
、
表
１
で
は
西
海
道
の
相
撲
人
や
上
述
の
「
住
大
隅
」
為
頼
、
ま
た
「
住
大
隅
」
延
嘉
朝
臣
、
「
住
大
隅
国
」
藤
原
良
孝
な
ど
、
在
地
豪
族
と
の
関
係
構
築
も
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
在
地
有
力
豪
族
で
も
あ
る
相
撲
人
が
実
資
に
物
実
を
献
上
し
た
事
例
は
な
い
が
、
彼
ら
は
相
撲
の
供
節
の
た
め
に
京
上
す
る
際
に
、
府
官
や
関
係
国
司
か
ら
実
資
へ
の
志
送
品
を
付
託
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
右
近
衛
大
将
と
し
て
右
方
の
相
撲
人
を
統
括
す
る
実
資
と
緊
密
な
関
係
を
保
持
す
る
こ
と
は
、
彼
ら
の
在
地
で
の
勢
威
に
も
有
効
に
作
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る（37
（
。
一
方
、『
小
右
記
』
万
寿
三
年
（
一
〇
二
六
）
八
月
七
日
条
に
は
「
相
撲
人
為
永
・
吉
高
等
給
二
高
田
牧
駒
下
文
一
〈
為
永
三
疋
、
吉
為
（
高
）
二
疋
〉」
と
あ
り
、
実
資
の
方
も
高
田
牧
か
ら
馬
を
賜
与
す
る
な
ど
、
彼
ら
の
奉
仕
に
応
え
て
い
る（38
（
。
そ
う
し
た
相
撲
人
と
並
ん
で
、
万
寿
四
年
八
月
七
日
条
に
は
「
馬
一
疋
〈
鹿
毛
、
先
日
為
政
所
レ
進
〉
付
二
相
撲
人
吉
高
一
遣
下
住
二
大
隅
一
為
頼
上
。
依
レ
令
レ
申
也
」
と
あ
り
、
相
撲
人
の
京
上
に
付
託
し
て
志
送
を
行
う
地
方
在
住
の
人
々
に
も
馬
が
賜
与
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
こ
の
為
頼
な
ど
は
ど
の
よ
う
な
人
々
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ｉ
『
小
右
記
』
治
安
三
年
（
一
〇
二
三
）
正
月
十
一
日
条
故
宮
御
給
大
隅
掾
任
料
絹
三
十
疋
内
廿
疋
預
二
観　
〔
音
サ
〕
院
司
阿
闍
梨
清
臺
一
。
ｊ
─
１
『
小
右
記
』
長
元
二
年
（
一
〇
二
九
）
八
月
二
日
条
住
二
大
隅
国
一
良
孝
朝
臣
進
二
色
革
六
十
枚
・
小
手
革
六
枚
・
赤
木
二
切
・
檳
榔
三
百
把
・
夜
〔
久
ﾌ
〕
貝
五
十
口
一
。（
下
略
）
ｊ
─
２
『
小
右
記
』
長
元
二
年
八
月
二
十
一
日
条
（
上
略
）
太
政
官
符
大
宰
府
。
応
下
早
附
二
使
者
一
召
進
上
大
監
従
五
位
下
平
朝
臣
季
基
并
男
散
位
従
五
位
下
兼
光
及
兼
助
等
事
。
使
右
衛
門
案
主
笠
孝
良
、
従
二
人
、
火
長
一
人
。
右
、
右
大
臣
宣
、
奉
レ
勅
、
大
隅
国
言
下
上
件
季
基
等
焼
二
亡
国
庁
・
守
館
・
官
舎
・
民
烟
并
散
位
藤
原
良
孝
住
宅
一
、
及
掠
二
取
財
物
一
、
殺
二
害
雑
人
一
之
由
上
、
仍
令
二
勘
糺
一
、
宜
下
仰
二
彼
府
一
下
二
知
管
内
一
早
附
二
使
者
一
令
レ
召
二
進
其
身
一
者
。
二
三
唐
物
・
南
島
産
品
と
小
野
宮
流
・
御
堂
流
府
宜
二
承
知
、
依
レ
宣
行
一レ
之
。
使
者
往
還
之
間
依
レ
例
給
二
食
・
馬
一
、
路
次
之
国
亦
宜
レ
准
レ
此
。
符
到
奉
行
。
右
大
弁
源
朝
臣
。
左
大
史
小
槻
宿
祢
。
長
元
二
年
八
月
七
日
。
ｊ
─
３
『
小
右
記
』
長
元
二
年
九
月
五
日
条
（
上
略
）
又
仰
云
、
召
二
季
基
等
一
之
官
符
不
レ
可
レ
引
二
大
隅
国
解
一
歟
。
依
二
大
宰
府
解
文
一
載
二
召
上
由
一
如
何
者
。
令
レ
申
下
可
二
改
直
一
之
由
上
了
、
即
仰
下
。
件
事
一
日
有
二
云
一々
。
前
大
弐
惟
憲
卿
責
二
取
季
基
絹
三
千
余
疋
一
、
即
優
免
、
漏
二
府
解
一
、
只
載
二
兼
光
一
。
其
後
大
隅
国
司
守
重
注
二
子
細
一
言
上
。
即
任
二
大
隅
国
司
言
上
一
、
以
二
季
基
等
一
載
二
官
符
一
、
給
二
太
宰
府
一
。
今
惟
憲
申
二
関
白
一
云
、
大
隅
国
司
所
レ
申
已
是
越
訴
、
不
レ
可
レ
被
レ
用
、
還
可
レ
有
レ
罪
云
々
。
余
聞
二
此
事
一
、
昨
日
示
二
遣
頭
弁
一
。
其
趣
者
、
件
事
経
〔
雖
ヵ
〕レ
愁
二
大
弐
一
、
隨
則
差
二
加
府
官
并
目
代
等
一
、
令
レ
追
二
捕
兼
光
等
一
。
其
事
未
レ
了
之
間
任
秩
已
満
、
参
上
後
不
レ
能
二
重
愁
一
、
仍
言
二
上
公
家
一
、
不
レ
可
レ 
謂
二
越
訴
一
。
始
已
愁
二
大
府
一
了
、
惟
憲
指
レ
意
、
偏
為
レ
引
二
汲
季
基
一
、
不
レ
可
レ
因
二
大
隅
国
解
一
之
由
所
レ
申
二
関
白
一
也
。
引
二
府
解
一
給
官
符
者
不
レ
可
レ
載
二
季
基
一
、
仍
左
右
構
二
謀
略
詞
一
所
二
申
迷
一
歟
。
頭
弁
申
二
委
趣
一
了
、
関
白
甘
心
、
不
レ
漏
二
季
基
一
可
レ
作
二
官
符
一
之
由
定
仰
之
。
但
依
二
府
解
一
可
レ
作
下
召
二
上
季
基
等
一
之
由
上
者
、
太
宰
府
解
文
不
レ
載
二
季
基
一
。
今
有
二
此
旨
一
、
更
作
載
有
二
何
事
一
乎
。
唯
不
レ
奉
二
宣
旨
一
之
人
可
レ
難
レ
仰
下
不
レ
載
二
府
解
一
之
季
基
上
。
府
解
与
二
国
解
一
相
異
。
仍
任
二
後
（
彼
）
国
解
一
給
二
官
符
于
太
宰
府
一
。
今
有
二
此
定
一
、
不
レ
漏
二
季
基
一
甚
宜
歟
。
惟
憲
卿
本
意
相
違
歟
。
惟
憲
貪
欲
者
也
。
執
二
行
関
白
家
事
一
之
由
仰
二
下
家
中
所
一々
了
云
々
。
為
二
顧
問
之
人
一
太
淡
薄
歟
。（
下
略
）
ｊ
─
４
『
紀
略
』
長
元
三
年
正
月
二
十
三
日
条
召
二
大
宰
大
監
平
季
基
一
令
レ
候
二
左
衛
門
陣
一
。
依
二
御
物
忌
一
也
。
ｊ
─
５
建
暦
三
年
（
一
二
一
三
）
四
月
僧
智
恵
申
状
案
（『
鎌
倉
遺
文
』
二
〇
〇
二
号
）
（
上
略
）
彼
薗
者
寺
僧
之
領
志
弖
年
序
既
積
矣
、
所
以
御
庄
建
立
主
平
大
監
季
基
朝
臣
之
御
子
息
平
五
大
夫
兼
輔
朝
臣
之
時
、
従
二
大
宰
符
二
四
（
府
）一
奉
レ
呼
二
越
竹
林
房
一
給
弖
、
所
二
譲
与
給
一
薗
也
。（
下
略
）
ｋ
『
小
右
記
』
長
元
四
年
正
月
十
三
日
条
（
上
略
）
季
基
進
二
雑
物
一
〈
唐
錦
一
疋
・
唐
綾
二
疋
・
絹
二
百
疋
・
総
鞦
色
革
百
枚
・
紫
草
五
十
枚
〉。（
下
略
）
　
為
頼
は
氏
姓
不
明
で
は
あ
る
が
、
大
隅
掾
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
（
表
１
─
07
）、
ｉ
が
そ
の
任
官
に
関
わ
る
記
事
と
目
さ
れ
る
、
こ
れ
は
実
資
が
、
か
つ
て
太
皇
太
后
大
夫
と
し
て
奉
仕
し
た
昌
子
内
親
王
の
御
給
を
利
用
し
て
、
そ
の
墓
所
で
あ
る
岩
倉
観
音
院
の
費
用
を
捻
出
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
年
官
に
よ
る
任
用
国
司
の
肩
書
獲
得
は
地
方
有
力
者
に
は
在
地
で
の
勢
威
維
持
の
た
め
に
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
任
官
後
も
そ
の
中
央
有
力
者
と
の
つ
な
が
り
を
継
続
す
る
契
機
に
な
っ
た
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
る（39
（
。
勿
論
、
中
央
有
力
者
、
こ
の
場
合
は
実
資
に
と
っ
て
も
、
こ
う
し
た
関
係
構
築
の
機
会
と
し
て
重
視
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
某
為
頼
は
相
撲
人
秦
吉
高
を
介
し
て
実
資
に
志
送
品
を
貢
上
し
て
お
り
、
在
地
有
力
者
か
つ
武
力
保
有
者
で
あ
る
相
撲
人
と
も
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る（40
（
。
為
頼
に
関
し
て
は
こ
の
よ
う
な
在
地
で
の
人
的
つ
な
が
り
の
あ
り
方
が
知
ら
れ
る
が
、
氏
姓
不
明
で
あ
り
、
在
地
で
の
位
置
づ
け
は
こ
れ
以
上
究
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
も
う
一
人
、「
住
大
隅
国
」
が
冠
せ
ら
れ
る
藤
原
良
孝
の
動
向
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
　
良
孝
も
ｊ
─
１
で
実
資
に
南
島
産
品
な
ど
を
志
送
し
て
い
る
。
そ
の
直
後
に
起
き
た
の
が
ｊ
─
２
〜
４
の
平
季
基
に
よ
る
大
隅
国
府
襲
撃
事
件
で
あ
る
。
こ
れ
は
鎮
西
平
氏
（
図
２
）
の
祖
と
な
る
大
宰
大
監
平
季
基
が（41
（
、
国
庁
・
守
の
館
や
官
舎
を
焼
亡
す
る
と
い
う
も
の
で
、
合
せ
て
散
位
藤
原
良
孝
の
住
宅
も
焼
か
れ
た
と
あ
る
の
で
、
良
孝
は
国
府
周
辺
に
居
住
す
る
在
庁
官
人
あ
る
い
は
任
用
国
司
ク
ラ
ス
の
人
物
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
良
孝
の
人
物
像
に
関
し
て
は
、
寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
正
月
に
内
裏
に
侵
入
し
た
盗
賊
を
射
殺
し
て
勅
禄
に
与
っ
た
滝
口
藤
原
至
高
（
良
孝
）
に
比
定
す
る
説
も
あ
る
が
（『
御
堂
関
白
記
』
同
年
正
月
二
十
二
・
二
十
四
日
条（42
（
）、
彼
は
「
摂
政
隨
身
」
と
も
記
さ
れ
て
お
り
（『
紀
略
』
正
月
二
十
三
日
条
）、
そ
の
よ
う
な
者
が
大
隅
に
下
向
す
る
理
由
は
充
分
に
説
明
で
き
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ｊ
二
五
唐
物
・
南
島
産
品
と
小
野
宮
流
・
御
堂
流
─
１
の
志
送
品
の
規
模
か
ら
見
て
も
、
良
孝
は
大
隅
掾
為
頼
と
同
様
に
在
地
性
の
強
い
存
在
と
考
え
る
の
が
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
（
図
３（43
（
）。
　
何
よ
り
も
ま
た
、
こ
の
事
件
は
ｊ
─
５
に
記
さ
れ
た
よ
う
な
、
後
に
摂
関
家
領
と
し
て
大
き
な
位
置
を
占
め
る
島
津
庄
の
成
立
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
ｊ
─
３
で
大
宰
大
弐
藤
原
惟
憲
が
大
宰
府
解
文
に
大
監
平
季
基
の
名
前
を
掲
載
す
る
の
を
回
避
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
関
白
藤
原
頼
通
─
大
宰
大
弐
藤
原
惟
憲
─
大
宰
大
監
平
季
基
と
右
大
臣
藤
原
実
資
─
大
隅
守
船
守
重
（『
小
右
記
』
長
和
二
年
九
月
十
五
日
条
「
守
重
者
予
僕
也
」）
─
大
隅
国
住
人
藤
原
良
孝
と
い
う
構
造
的
対
立
に
起
因
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た（44
（
。
し
た
が
っ
て
か
つ
て
藤
原
道
長
の
随
身
で
あ
っ
た
と
い
う
滝
口
藤
原
良
孝
と
「
住
大
隅
国
」
の
散
位
藤
原
良
孝
と
の
人
物
像
は
結
び
つ
き
難
く
、
同
名
異
人
と
考
え
て
お
き
た
い
。
ｌ
─
１『
宋
会
要
輯
稿
』職
官
四
十
四
・
市
舶
司 
天
聖
四
年（
一
〇
二
六
＝
万
寿
三
）
十
月
条
（『
宋
史
』
日
本
国
伝
、『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
一
〇
四
仁
宗
・
天
聖
四
年
十
月
庚
辰
条
も
参
照
）
明
州
言
、
市
舶
司
牒
、
日
本
国
太
宰
府
進
奉
使
周
良
史
状
奉
二
本
府
（十一世紀前半）
為賢　…　　…季基 兼光（従五位下）　……
（伊佐新発意）　　（大宰大監） 兼輔（平五大夫）
（十一世紀後半）　　（十二世紀前半）　　　（十二世紀後半）
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重純（宣澄）三女……良道
通綱〔河辺〕通平通房覚鑁
四郎先生 有道〔多祢〕
忠永〔穎娃・指宿・知覧・薩摩〕
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図 2　鎮西平氏の系譜
二
六
都
督
之
命
一
将
二
土
産
物
一
進
奉
。
本
州
看
詳
即
無
二
本
処
章
表
一
、
未
二
敢
発
遣
上
京
欲
一レ
令
、
明
州
只
作
二
本
州
意
度
一
諭
二
周
良
史
一
、
縁
レ
無
二
本
国
表
章
一
難
三
以
申
二
奏
朝
廷
一
、
所
二
進
奉
一
物
色
、
如
肯
二
留
下
一
即
約
二
度
價
例
一
廻
答
、
如
不
レ
肯
二
留
下
一
即
却
給
付
暁
示
令
レ
廻
。
従
レ
之
。
ｌ
─
２
『
小
右
記
』
万
寿
四
年
（
一
〇
二
七
）
八
月
二
十
七
日
条
大
外
記
頼
隆
云
、
去
年
慮
外
乗
二
入
唐
船
一
者
〈
志
賀
社
司
云
々
〉
乗
二
此
度
船
一
帰
去
。
希
有
事
也
。（
下
略
）
ｍ
『
小
右
記
』
長
元
二
年
（
一
〇
二
九
）
七
月
十
一
日
条
昨
夕
前
大
弐
雅
〔
惟
〕
憲
妻
入
京
、
即
参
内
云
々
。
惟
憲
明
後
日
入
洛
。
隨
身
珎
宝
不
レ
知
二
其
数
一
云
々
。
九
国
二
島
物
掃
レ
底
奪
取
、唐
物
又
同
。
已
似
レ
忘
レ
耻
。
近
代
以
二
富
人
一
為
二
賢
者
一
。（
下
略
）
　
ｌ
─
１
は
上
述
の
周
文
裔
Ⅱ
・
周
良
史
Ⅰ
の
帰
国
に
伴
う
出
来
事
で
、
こ
の
時
に
大
宰
大
弐
藤
原
惟
憲
は
周
良
史
と
結
託
し
て
宋
に
「
進
奉
使
」
を
派
遣
し
、
唐
物
入
手
を
企
図
し
た
ら
し
い
。
周
良
史
の
母
は
日
本
人
で
あ
り（『
小
右
記
』
万
寿
三
年
六
月
二
十
六
日
条
）、
宋
人
が
北
部
九
州
の
有
力
豪
族
と
婚
姻
す
る
先
駆
的
事
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図 3　薩摩平氏の略系図と大隅・薩摩国の在地豪族との関係
二
七
唐
物
・
南
島
産
品
と
小
野
宮
流
・
御
堂
流
例
と
目
さ
れ（45
（
、
ｌ
─
２
（
周
文
裔
と
同
来
の
陳
文
祐
が
再
度
来
航
）
の
志
賀
社
司
は
そ
の
比
定
候
補
に
な
ろ
う
。
ｌ
─
２
で
は
実
資
は
「
希
有
事
也
」
と
評
す
る
の
み
で
、
当
時
存
し
た
渡
海
制
違
反
云
々
に
は
言
及
し
て
お
ら
ず（46
（
、
そ
こ
に
は
惟
憲
だ
け
で
な
く
、
そ
の
背
後
に
あ
る
道
長
・
頼
通
の
意
を
体
し
た
渡
航
で
あ
る
こ
と
を
暗
黙
裏
に
了
解
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
惟
憲
は
そ
の
後
も
周
文
裔
Ⅲ
・
周
良
史
Ⅱ
と
の
間
に
「
被
レ
召
二
取
隨
身
唐
物
等
一
之
□
〔
愁
ヵ
〕
文
」
を
め
ぐ
る
紛
擾
を
起
こ
し
て
お
り
（『
小
右
記
』
長
元
元
年
十
月
十
日
条
）、
ｍ
で
は
実
資
に
そ
の
強
欲
ぶ
り
を
批
判
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
こ
に
は
家
司
ク
ラ
ス
の
者
を
府
官
長
に
任
用
し
て
、
大
宰
府
を
介
し
た
交
易
を
掌
握
す
る
と
い
う
摂
関
家
の
手
法
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
に
は
管
内
国
司
と
個
別
の
関
係
を
結
ぶ
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
小
野
宮
家
の
立
場
が
看
取
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
な
お
、上
述
の
対
立
構
造
に
関
し
て
は
、先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、道
長
死
後
の
段
階
で
は
関
白
頼
通
は
実
資
に
依
存
す
る
面
が
大
き
く
、
両
者
に
は
信
頼
関
係
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
か
否
か
は
不
詳
で
あ
る
が
、
ｊ
─
４
で
は
平
季
基
は
左
衛
門
陣
に
候
ぜ
ら
れ
る
仕
儀
に
な
っ
て
い
る
。
頼
通
は
ま
た
、「
殺
人
上
手
」
と
評
さ
れ
（『
御
堂
関
白
記
』
寛
仁
元
年
三
月
十
一
日
条
）、
三
度
大
和
守
に
な
っ
た
源
頼
親
に
厳
し
く
接
し
て
お
り（47
（
、
本
件
で
平
季
基
を
擁
護
し
た
藤
原
惟
憲
に
つ
い
て
も
、
ｅ
の
大
隅
守
菅
野
重
忠
殺
害
の
犯
人
が
変
名
の
上
、
王
氏
爵
に
よ
り
四
位
に
叙
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
覚
し
た
際
に
、
勘
事
に
処
す
る
と
い
う
措
置
を
下
し
た
（『
左
経
記
』
長
元
四
年
（
一
〇
三
一
）
正
月
六
日
条
、『
紀
略
』
正
月
十
七
日
・
三
月
十
四
日
条
、『
小
右
記
』
三
月
一
日
条
）。
惟
憲
は
「
愁
嘆
罔
レ
極
、
飲
食
忘
レ
味
」
と
な
っ
た
が
、
頼
通
は
「
年
区
臨
二
七
旬
一
、
出
家
尤
可
レ
宜
」
と
述
べ
、「
有
二
被
レ
悪
之
気
一
」
で
あ
っ
た
と
い
い
（『
小
右
記
』
正
月
十
六
日
条
）、
父
の
代
か
ら
奉
仕
し
て
き
た
豪
腕
の
人
々
を
切
り
捨
て
る
局
面
も
見
受
け
ら
れ
る
。
と
す
る
と
、
ｊ
を
契
機
と
す
る
平
季
基
に
よ
る
島
津
庄
寄
進
も
一
直
線
に
は
進
ま
ず（48
（
、
ｋ
に
看
取
さ
れ
る
よ
う
に
、
惟
憲
失
脚
に
際
し
て
は
、
季
基
も
実
力
者
の
実
資
に
接
近
を
図
り
、
関
係
融
和
に
努
め
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
現
存
の
『
小
右
記
』
は
長
元
五
年
末
ま
で
、『
小
記
目
録
』
や
逸
文
に
よ
る
と
、
長
久
元
年
（
一
〇
四
〇
）
十
一
月
十
日
以
降
に
擱
筆
さ
二
八
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
が（49
（
、
小
野
宮
流
で
は
実
資
以
降
に
大
臣
に
な
っ
た
者
は
お
ら
ず
、
公
卿
到
達
者
も
徐
々
に
減
少
し
、
十
一
世
紀
後
半
以
降
に
始
ま
る
家
格
形
成
の
中
で
は
公
卿
層
に
留
ま
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た（50
（
。
し
た
が
っ
て
実
資
が
築
い
た
西
海
道
国
司
た
ち
、
特
に
南
九
州
と
の
関
係
は
、
唐
物
や
南
島
産
品
獲
得
の
ル
ー
ト
と
し
て
は
維
持
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
そ
の
後
の
小
野
宮
流
は
ど
の
よ
う
に
し
て
唐
物
・
南
島
産
品
を
入
手
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
宋
商
人
の
来
航
・
滞
在
形
態
が
長
期
滞
在
型
か
ら
短
期
往
来
型
に
変
化
し
、
大
宰
府
に
お
け
る
宋
人
居
留
地
「
唐
坊
（
房
）」
が
出
現
す
る
十
一
世
紀
中
葉
以
降
の
様
態
を
探
る
べ
く（51
（
、
章
を
改
め
て
、
小
野
宮
流
の
人
々
の
大
宰
府
官
長
へ
の
就
任
と
そ
の
活
動
を
検
討
し
た
い
。
三　
藤
原
経
平
と
孫
吉
　
実
資
の
後
の
小
野
宮
流
で
は
懐
平
の
子
経
通
の
系
統
に
府
官
長
と
な
っ
た
者
が
多
い
（
図
１
、
表
２
）。
そ
の
う
ち
、
道
長
執
政
期
の
寂
照
以
来
の
入
宋
僧
成
尋
の
渡
海
、
五
人
の
弟
子
た
ち
の
帰
朝
を
機
に
始
ま
る
日
宋
「
通
交
」
に
関
連
し
て
、
宋
商
人
と
の
関
係
が
知
ら
れ
る
大
宰
大
弐
藤
原
経
平
の
活
動
は
興
味
深
く
、
こ
こ
で
は
こ
の
経
平
と
大
宰
府
を
め
ぐ
る
情
勢
を
考
え
て
み
た
い
（
な
お
、
成
尋
が
入
宋
勅
許
を
得
な
い
ま
ま
、「
密
航
」
し
た
時
の
大
弐
藤
原
顕
家
は
経
平
の
兄
弟
で
あ
っ
た
）。
ｎ
『
百
錬
抄
』
承
暦
元
年
（
一
〇
七
七
）
五
月
五
日
条
請
二
印
大
宋
国
返
信
官
符
一
。
長
季
朝
臣
書
二
黄
紙
一
、
入
二
螺
鈿
筥
一
。
答
信
物
六
丈
織
絹
二
百
疋
・
水
銀
五
千
両
也
。
ｏ
─
１
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
二
八
八
元
豊
元
年
（
一
〇
七
八
＝
承
暦
二
）
二
月
辛
亥
条
明
州
言
、
得
二
日
本
国
太
宰
府
牒
一
偁
、
附
二
使
人
孫
忠
一
、
遣
二
僧
仲
回
等
一
、
進
二
絁
二
百
疋
・
水
銀
五
千
両
。
本
州
勘
会
、
孫
忠
非
二
所
レ
遣
使
臣
一
、
乃
泛
レ
海
商
客
。
而
貢
奉
之
礼
不
レ
循
二
諸
国
例
一
。
乞
以
二
此
牒
報
一
、
仍
乞
以
下
所
二
回
賜
一
銭
物
上
付
二
仲
回
一
。
従
レ
之
。
二
九
唐
物
・
南
島
産
品
と
小
野
宮
流
・
御
堂
流
ｏ
─
２
『
宋
史
』
日
本
国
伝
（
上
略
）
元
豊
元
年
、
使
通
事
僧
仲
回
来
、
賜
二
号
慕
化
大
師
一
。
明
州
又
言
、
得
二
其
国
太
宰
府
牒
一
、
因
二
使
人
孫
忠
還
一
、
遣
二
仲
回
等
一
、
貢
二
絁
二
百
匹
・
水
銀
五
千
両
一
。
以
下
孫
忠
乃
海
商
、而
貢
礼
与
二
諸
国
一
異
上
、請
下
自
移
牒
報
而
答
二
其
物
直
一
、付
二
仲
回
一
更
帰
上
。
従
レ
之
。
（
下
略
）
ｐ
『
善
隣
国
宝
記
』
元
永
元
年
条
所
収
諸
家
勘
文
（
上
略
）
承
暦
二
年
、
宋
人
孫
吉
所
レ
献
之
牒
曰
、
賜
二
日
本
国
大
宰
府
令
藤
原
経
平
一
。
元
豊
三
年
（
一
〇
八
〇
＝
承
暦
四
）、
宋
人
孫
吉
所
レ
献
牒
曰
、
大
宋
国
明
州
牒
二
日
本
国
一
。（
下
略
）
ｑ
『
百
錬
抄
』
承
暦
二
年
（
一
〇
七
八
）
十
月
二
十
五
日
条
諸
卿
定
二
申
大
宋
国
貢
物
事
一
、
錦
唐
黄
等
也
。
此
事
已
為
二
朝
家
大
事
一
。
唐
朝
与
二
日
本
一
、
和
親
久
絶
、
不
レ
貢
二
朝
物
一
。
近
日
頻
有
二
此
事
一
。
人
以
成
二
狐
疑
一
。
ｒ
『
帥
記
』
承
暦
四
年
（
一
〇
八
〇
）
四
月
二
十
一
日
条
（
上
略
）
依
二
御
気
色
一
、
読
下
申
被
レ
問
二
宋
人
孫
忠
一
日
記
上
。
是
先
日
遣
二
官
使
史
生
、
使
筑
前
守
成
季
・
肥
後
守
時
綱
等
一
、
被
レ
問
二
件
孫
忠
一
日
記
也
。
殿
下
仰
云
、
□
上
申
者
。
孫
忠
付
二
件
史
生
一
、
令
レ
献
二
報
書
於
公
家
一
、
而
大
弐
取
留
者
、
如
何
。
申
云
、
件
尤
不
便
候
事
也
者
。（
下
略
）
ｓ
─
１
『
百
錬
抄
』
承
暦
四
年
五
月
二
十
七
日
条
諸
卿
定
下
申
大
宋
国
進
物
送
文
有
レ
疑
并
大
弐
加
二
和
市
一
直
遣
二
宋
朝
一
事
等
上
。
ｓ
─
２
『
帥
記
』
承
暦
四
年
五
月
二
十
七
日
条
（
史
料
大
成
の
底
本
に
よ
り
文
字
を
校
訂
）
（
上
略
）
次
予
申
云
、
太
宰
府
言
上
小
弐
盛
〔
成
ヵ
〕
季
・
肥
後
守
時
綱
間
（
問
ヵ
）
□
太
宋
国
商
客
孫
忠
・
件
〔
仲
ヵ
〕
廻
等
陣
（
陳
ヵ
）
三
〇
申
彼
朝
□
状
并
副
献
籠
子
事
。
勘
二
問
孫
忠
等
一
之
中
、不
レ
加
二
人
名
一
、不
レ
注
二
年
号
一
、并
有
二
廻
賜
字
一
、猶
残
二
疑
殆
一
之
由
、陣
（
陳
ヵ
）
申
旨
、
更
被
レ
責
二
其
故
一
者
。
如
レ
此
書
體
依
レ
事
隨
レ
世
非
レ
無
二
改
易
一
。
又
廻
賜
之
字
非
二
指
本
文
一
、
何
強
可
レ
被
二
覆
問
一
乎
。
此
中
先
日
所
二
送
遣
一
答
信
物
領
否
不
レ
見
。
并
今
度
送
文
被
レ
給
二
大
宰
令
経
平
一
之
由
猶
有
二
其
疑
一
、
可
レ
難
二
黙
止
一
矣
。
大
宰
府
遣
二
返
牒
一
者
、
明（
頗
ヵ
）可
レ
注
二
載
其
由
一
歟
。但
府
解
之
中
申
云
、孫
忠
所
レ
献
封
書
一
通
□
先
例
如
レ
此
之
文
非
二
開
見
一
、輙
以
難
レ
献
者
。就
レ
之
案
レ
之
、
大
宰
府
所
レ
申
雖
レ
有
二
其
謂
一
、
是
異
国
□
客
言
上
牒
然
（
状
ヵ
）
也
。
何
寄
二
事
於
国
封
一
偏
難
二
弁
置
一
乎
。
猶
召
二
彼
書
一
、
詳
二
彼
趣
一
之
後
、可
レ
遣
二
牒
状
一
歟
。
至
下
于
経
平
朝
臣
私
遣
二
貨
物
一
之
条
上
、不
レ
知
二
典
章
所
一レ
指
、忽
難
二
定
申
一
、真
可
レ
被
レ
尋
否
之
間
可
レ
隨
二
勅
定
一
。
抑
今
度
所
レ
献
籠
子
者
、
雖
レ
須
二
如
レ
此
疑
船
（
殆
ヵ
）
弁
決
召
上
一
、
如
二
皇
后
宮
権
大
夫
藤
原
朝
臣
《
師
成
》
定
申
一
、
先
度
不
二
返
遣
一
之
上
、
今
度
持
参
之
後
、
漸
歴
年
月
令
二
召
覧
一
何
難
之
有
乎
。
源
中
納
言
《
資
綱
》・
皇
太
后
宮
大
夫
《
藤
原
祐
家
》・
春
宮
大
夫
《
藤
原
能
長
》
被
レ
問
〔
同
ヵ
〕二
此
議
一
。
左
大
弁
《
藤
原
伊
房
》
書
レ
之
。（
下
略
）
ｔ
『
玉
葉
』
承
安
二
年
（
一
一
七
二
）
九
月
二
十
二
日
条
（
上
略
）
承
暦
之
頃
、
又
有
二
此
事
一
。
其
牒
状
書
、
廻
二
賜
日
本
国
一
。
因
レ
之
殊
有
二
沙
汰
一
、
両
度
被
レ
問
二
諸
道
一
、
遂
経
二
両
三
年
一
被
レ
留
了
。
時
人
謗
レ
之
。（
下
略
）
ｕ
『
扶
桑
略
記
』
承
暦
四
年
閏
八
月
三
十
日
条
大
宋
商
人
孫
吉
忠
賚
二
明
州
牒
一
、
参
二
着
越
前
国
敦
賀
津
一
。
先
レ
是
、
去
八
月
着
二
太
宰
岸
一
。
隨
則
府
司
言
上
、
不
レ
待
二
報
文
一
、
吉
忠
小
舟
飛
帆
参
入
也
。
仍
今
日
差
二
遣
官
使
一
所
レ
召
二
件
牒
一
。
ｖ
『
帥
記
』
承
暦
四
年
九
月
二
十
日
条
（
上
略
）
経
平
朝
臣
送
二
孫
忠
・
件
〔
仲
ヵ
〕
廻
等
許
一
下
文
云
、
件
雑
物
等
伝
二
奉
々
国
軍
一
者
。
又
件
文
送
文
中
有
二
弓
・
胡
籙
・
刀
等
一
、
尤
不
便
事
也
。
然
而
可
レ
隨
二
勅
定
一
之
由
、
各
所
二
定
申
一
也
。
人
々
隨
二
世
気
色
一
歟
。
末
代
之
事
、
多
以
如
レ
此
歟
。
唐
物
多
被
二
推
取
一
条
三
一
唐
物
・
南
島
産
品
と
小
野
宮
流
・
御
堂
流
者
、
経
平
陳
申
云
、
件
沽
價
者
、
為
二
彼
府
例
一
日
久
者
。
又
孫
忠
雖
レ
申
下
唯
四
千
余
疋
未
レ
請
二
沽
價
一
由
上
、
不
レ
注
二
色
目
一
。
仍
先
可
レ 
遣
二
尋
彼
府
例
一
由
被
レ
定
了
。
至
下
于
目
代
豊
前
々
司
保
定
・
甲
斐
進
士
為
季
殊
致
二
苛
法
一
、
責
二
取
唐
物
一
条
上
者
、
各
可
レ
被
レ
問
者
。
暁
更
事
了
、
各
以
退
出
。
ｗ
『
帥
記
』
永
保
元
年
（
一
〇
八
一
）
五
月
二
十
八
日
条
（
上
略
）
有
レ
政
〈
豊
前
々
司
安
定
依
二
唐
人
愁
一
下
二
遣
太
宰
府
一
官
符
、
此
外
俸
料
等
官
符
也
〉。
ｘ
『
帥
記
』
永
保
元
年
十
月
二
十
五
日
条
（
史
料
大
成
の
底
本
に
よ
り
文
字
を
校
訂
）
（
上
略
）
大
宋
国
明
州
〈
牒
日
本
国
〉。
当
州
勘
会
、
先
差
二
商
客
孫
忠
等
一
、
乗
二
載
日
本
国
通
事
仲
廻
及
朝
廷
廻
賜
副
物
色
一
前
去
、
至
レ
今
経
二
隔
歳
月
一
、未
レ
見
二
廻
還
一
。
訪
聞
得
在
被
（
彼
ヵ
）
載
、有
本
朝
商
人
劉
琨
父
子
［　
　
］
説
事
端
勘
〔
欺
ィ
〕、或
本
国
致
二
遷
延
久
一
、
不
レ
為
二
発
遣
一
、須
レ
至
二
公
文
一
。
牒
具
如
二
前
事
一
。
須
レ
牒
二
日
本
国
一
、候
二
牒
到
一
請
レ
状
、捉
逐
人
国
（
囚
ヵ
）
商
客
舟
船
、伝
送
赴
レ
州
、
以
憑
二
依
法
一
断
、
遣
レ
状
其
孫
忠
等
亦
〔
示
〕
請
三
疾
発
遣
回
二
帰
本
州
一
、
不
レ
請
二
留
滞
一
。
謹
牒
。
元
豊
肆
年
（
一
〇
八
一
）
陸
月
初
弐
日
牒
。権
観
察
使
推
官
権
節
□
推
莱
畜
。奉
議
郎
簽
書
節
度
判
官
公
事
花
返
。朝
奉
郎
通
判
軍
州
事
胡
山
。朝
議
大
夫
知
軍
州
事
王
正（
止
ィ
）。
付
二
牒
商
人
王
端
一
也
。（
下
略
）
ｙ
『
水
左
記
』
永
保
元
年
十
月
二
十
五
日
（
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
自
筆
本
写
真
帳
に
よ
り
校
訂
）
（
上
略
）
此
間
人
々
参
入
着
二
陣
座
一
有
二
定
事
一
。
大
宰
府
解
四
通
〈
一
通
、
二
箇
条
、
一
今
年
春
□
〔
廻
ヵ
〕
却
宋
人
黄
政
●
改
二
姓
名
一 
称
二
王
端
一
□
□
彼
朝
明
州
牒
孫
忠
水
手
黄
逢
□
来
■
〔
状
ヵ
〕
■
副
明
州
牒
一
封
公
文
案
一
通
、
人
徒
夾
名
注
文
一
通
、
■
一
同
孫
□
去
●
春
分
遣
水
手
存
問
記
三
通
〉、
於
二
本
朝
一
参
来
時
欲
レ
令
レ
称
二
牒
書
使
一
□
〔
大
ヵ
〕
略
相
叶
状
〈
副
二
勾
当
官
則
重
申
文
一
〉。
一
通
同
孫
忠
申
請
蒙
二
裁
定
一
請
三
早
■
帰
二
参
本
朝
一
状
〈
副
二
孫
忠
申
文
一
〉。
一
通
同
国
商
客
劉
琨
申
請
、
且
任
二
去
承
保
四
年
（
一
〇
七
七
）
官
符
一
被
催
給
管
内
□
〔
諸
ヵ
〕
国
返
金
米
未
済
六
百
九
十
九
石
一
斗
七
升
■
□
待
二
□
□
□
年
三
月
上
●
旬
一
帰
レ
唐
状
、
副
二
劉
琨
三
二
申
文
一
。
一
通
同
国
商
客
呉
済
参
来
状
〈
副
二
存
問
日
記
二
通
、
貨
物
解
文
一
通
、
劉
琨
別
解
一
通
、
呉
済
申
文
一
通
、
人
徒
夾
名
一
通
一
〉。
左
大
弁
実
政
書
二
定
文
一
。（
下
略
）
　
成
尋
の
渡
海
日
記
『
参
天
台
五
臺
山
記
』
巻
八
煕
寧
六
年
（
一
〇
七
三
＝
延
久
五
）
六
月
十
二
日
条
に
は
「
卯
時
陳
詠
来
相
定
、
新
□
□
〔
訳
経
ヵ
〕・
□
〔
仏
ヵ
〕
像
等
買
レ
船
可
二
預
送
一
并
賜
下
預　
大
宋
皇
帝
志
二
送　
日
本
一
御
筆
文
書
上
、
至
二
于
物
実
一
者
入
二
孫
吉
船
一
了
。
五
人
相
共
今
日
乗
二
孫
吉
船
一
渡
了
」
と
あ
り
、
成
尋
の
五
人
の
弟
子
た
ち
が
先
行
帰
国
す
る
際
に
、
成
尋
一
行
の
通
事
陳
詠
（
成
尋
の
弟
子
と
し
て
出
家
し
た
い
と
述
べ
、
こ
れ
を
宋
朝
か
ら
許
可
さ
れ
、
悟
本
の
法
名
を
賜
る
）
と
明
州
奉
国
軍
牒
を
得
て
日
本
行
き
を
予
定
し
て
い
た
孫
吉
と
の
間
に
、
ど
ち
ら
が
彼
ら
を
送
っ
て
行
く
か
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
結
局
は
最
も
名
分
の
あ
る
新
訳
経
・
仏
像
や
宋
皇
帝
の
文
書
は
陳
詠
が
船
を
仕
立
て
て
送
付
、
そ
の
他
の
物
実
と
五
人
の
弟
子
た
ち
は
孫
吉
の
船
で
渡
海
す
る
と
い
う
形
、
い
わ
ば
利
権
を
分
け
合
う
こ
と
で
決
着
を
見
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
日
本
で
は
こ
の
皇
帝
志
送
品
・
文
書
の
到
来
を
受
け
て
、
そ
の
受
け
取
り
の
可
否
や
答
信
物
・
返
信
の
送
付
如
何
を
め
ぐ
っ
て
協
議
が
重
ね
ら
れ
、
時
に
は
孫
吉
・
悟
本
に
も
対
問
し
た
上
で
（『
水
左
記
』『
百
錬
抄
』
承
保
三
年
〔
一
〇
七
六
〕
六
月
二
日
条
）、
ｎ
に
至
っ
て
漸
く
返
信
・
答
信
物
の
送
付
が
決
定
し
て
い
る（52
（
。
　
孫
吉
は
ｏ
・
ｒ
・
ｓ
─
２
・
ｖ
・
ｘ
・
ｙ
に
孫
忠
、
ｕ
に
孫
吉
忠
、
そ
の
他
孫
思
文
な
ど
と
し
て
登
場
す
る
人
物
で
、
当
該
期
に
何
度
か
彼
我
往
来
し
て
い
た
商
客
で
あ
る（53
（
。
ｘ
・
ｙ
に
見
え
る
劉
琨
も
、『
参
天
台
五
臺
山
記
』
巻
八
煕
寧
六
年
五
月
二
十
一
日
条
に
成
尋
の
弟
子
一
乗
房
（
永
智
）
を
日
本
か
ら
伴
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
こ
の
頃
に
何
度
か
彼
我
往
来
し
、
成
尋
の
次
の
入
宋
僧
で
、
同
じ
く「
密
航
」し
た
戒
覚
の
渡
海
を
助
力
し
た
り（『
渡
宋
記
』）、僧
明
範
の
契
丹
渡
航
事
件
に
関
与
し
た
り（『
中
右
記
』寛
治
六
年〔
一
〇
九
二
〕
六
月
二
十
七
日
・
九
月
十
三
日
条
な
ど
）
と
、
様
々
な
足
跡
を
残
し
て
い
る（54
（
。
彼
ら
は
日
本
側
の
年
紀
制
に
よ
る
商
客
来
航
と
安
置
・
交
易
に
関
す
る
規
制
を
免
れ
る
た
め
に
、
宋
か
ら
の
文
書
持
参
や
日
本
人
僧
の
彼
我
往
来
へ
の
随
伴
な
ど
、
色
々
な
手
段
を
講
じ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
成
尋
を
め
ぐ
る
日
宋
間
の
「
通
交
」
は
恰
好
の
来
航
事
由
に
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。
三
三
唐
物
・
南
島
産
品
と
小
野
宮
流
・
御
堂
流
　
陳
詠
（
悟
本
）
の
そ
の
後
は
不
明
で
あ
る
が
、
孫
吉
は
ｎ
の
日
本
側
の
返
信
・
答
信
物
を
携
え
て
明
州
に
帰
還
し
て
い
る
。
ｎ
に
は
「
大
宋
国
返
信
官
符
」
と
あ
る
が
、
宋
か
ら
到
来
す
る
文
書
は
明
州
牒
が
基
本
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
大
宰
府
名
義
の
返
信
を
以
て
応
え
て
い
る
こ
と
、「
大
宋
国
返
信
官
符
」
と
は
大
宰
府
に
答
信
物
を
送
付
す
る
よ
う
に
命
じ
た
太
政
官
符
を
下
し
た
と
解
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
や
は
り
中
央
で
作
成
し
た
大
宰
府
名
義
の
牒
が
発
給
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る（55
（
。
そ
し
て
、
ｏ
・
ｓ
─
２
に
よ
る
と
、
孫
吉
と
と
も
に
、
通
事
僧
仲
廻
と
い
う
者
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（56
（
。
し
か
し
、
ｏ
─
１
・
２
に
は
日
本
側
が
孫
吉
を
宋
の
「
使
人
」
と
見
て
い
た
の
に
対
し
て
、
宋
側
は
単
な
る
商
客
で
あ
っ
て
、
今
回
の
日
本
側
の
返
信
・
答
信
物
送
付
の
あ
り
方
は
「
貢
礼
」
と
は
異
な
る
と
い
う
認
識
の
齟
齬
が
存
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
孫
吉
は
こ
の
あ
た
り
の
食
い
違
い
を
う
ま
く
利
用
し
て
、
仲
廻
を
日
本
に
送
り
届
け
る
と
い
う
名
目
も
あ
り
、
宋
側
か
ら
「
回
賜
」
品
と
大
宰
府
官
長
宛
の
明
州
牒
を
入
手
し
、
再
び
日
本
に
来
航
す
る
方
途
を
企
て
た
よ
う
で
あ
る
。
　
そ
こ
で
継
起
し
た
の
が
ｐ
〜
ｙ
の
問
題
で
あ
り
、
孫
吉
は
今
回
も
五
年
間
程
日
本
に
滞
在
す
る
こ
と
に
な
る
（『
百
錬
抄
』
永
保
二
年
十
一
月
二
十
一
日
条
「
遣
二
大
宋
一
返
牒
〈
孫
忠
遣
二
帰
本
朝
一
事
〉。
左
中
弁
匡
房
朝
臣
書
レ
之
」）。
そ
の
過
程
で
大
宰
大
弐
藤
原
経
平
の
行
為
が
指
弾
対
象
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
。
今
回
宋
か
ら
送
付
さ
れ
て
き
た
文
書
の
全
容
は
不
明
で
、
経
平
の
行
為
も
必
ず
し
も
明
確
に
は
で
き
な
い
が
、
ｘ
の
明
州
牒
（
今
回
の
孫
吉
の
帰
国
が
遅
れ
た
た
め
に
、
宋
か
ら
問
い
合
わ
せ
と
し
て
届
い
た
も
の
）
を
参
照
す
る
と
、
文
書
の
問
題
と
し
て
、
末
尾
の
年
号
や
官
人
の
署
名
が
な
い
こ
と
、「
廻
賜
」
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
一
方
で
ｎ
で
送
付
し
た
日
本
側
の
答
信
物
の
納
不
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
こ
と
（『
水
左
記
』
承
暦
四
年
閏
八
月
十
四
日
条
も
参
照
）、
そ
し
て
、「
大
宰
府
令
経
平
」
宛
に
な
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
る
（
ｓ
─
２
）。
ｐ
に
よ
る
と
、
冒
頭
に
は
「
賜
二
日
本
国
大
宰
府
令
藤
原
経
平
一
」
と
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
日
本
側
が
許
容
し
得
る
ｘ
の
日
本
国
宛
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ｏ
─
１
・
２
に
よ
る
と
、
明
州
が
返
牒
を
作
成
し
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
く
（
ｏ
─
１
の
「
此
牒
」
＝
明
州
牒
）、
ｘ
に
は
「
朝
廷
廻
賜
副
物
色
」
を
送
付
し
た
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
ｘ
の
明
州
牒
も
商
人
王
端
に
付
託
さ
れ
て
お
り
、
宋
か
ら
日
本
に
宛
て
た
文
書
は
商
客
に
託
さ
れ
て
到
来
し
て
い
る
の
で
、
今
回
の
文
書
が
三
四
違
例
な
書
式
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
あ
る
い
は
孫
吉
に
よ
る
差
し
替
え
・
偽
造
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。『
朝
野
群
載
』
巻
二
十
異
国
の
宋
・
崇
寧
四
年
（
一
一
〇
五
＝
長
治
五
）
六
月
公
憑
に
は
、「
勘
会
、商
販
人
前
二
去
諸
国
一
、並
不
レ
得
下
妄
称
作
二
奉
使
名
目
一
、
及
妄
作
二
表
章
一
、
妄
有
中
称
呼
上
」
と
あ
り（57
（
、
孫
吉
の
行
為
は
こ
れ
に
抵
触
す
る
危
険
を
冒
す
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
推
定
さ
れ
る
。
　
で
は
、
孫
吉
は
何
故
そ
の
よ
う
な
手
段
を
講
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
経
平
の
行
動
は
そ
れ
と
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ｒ
に
よ
る
と
、
経
平
は
孫
吉
が
中
央
か
ら
到
来
し
た
存
問
の
使
者
に
付
託
し
よ
う
と
し
た
報
書
を
抑
留
し
た
と
あ
り
、
孫
吉
が
事
情
説
明
す
る
こ
と
を
危
惧
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ｓ
─
１
の
「
加
二
和
市
一
」
と
ｓ
─
２
の
「
経
平
朝
臣
私
遣
二
貨
物
一
条
」
に
着
目
す
る
と
、
経
平
は
孫
吉
の
帰
国
・
通
事
僧
仲
廻
の
派
遣
に
際
し
て
私
物
を
付
託
し
て
、
交
易
の
利
を
得
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ｖ
に
は
「
又
件
文
送
文
中
有
二
弓
・
胡
籙
・
刀
等
一
、
尤
不
便
事
也
」
と
あ
り
、
武
器
を
送
付
し
た
こ
と
も
問
題
で
あ
っ
た
。
少
し
後
に
起
き
る
僧
明
範
の
契
丹
渡
航
事
件
で
も
、
上
述
の
商
客
劉
琨
と
大
宰
大
弐
藤
原
伊
房
・
対
馬
守
藤
原
敦
輔
の
結
託
で
、「
僧
明
範
多
以
二
兵
具
一
売
却
、（
脱
ア
ラ
ン
）
金
銀
条
、
已
乖
二
此
令
一
歟
」
と
指
弾
さ
れ
て
お
り
（『
中
右
記
』
寛
治
六
年
〔
一
〇
九
二
〕
九
月
十
三
日
条
）、
こ
れ
は
関
市
令
弓
箭
条
「
凡
弓
箭
兵
器
、
並
不
レ
得
下
与
二
諸
蕃
一
市
易
上
」
の
違
反
と
な
る
。
但
し
、
こ
の
点
は
明
範
の
事
件
で
も
そ
の
後
あ
ま
り
大
き
く
は
論
じ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
本
件
に
つ
い
て
も
ｖ
に
「
然
而
可
レ
隨
二
勅
定
一
之
由
、
各
所
二
定
申
一
也
。
人
々
隨
二
世
気
色
一
歟
。
末
代
之
事
、
多
以
如
レ
此
歟
」
と
評
さ
れ
る
ば
か
り
で
、
陣
定
で
は
深
く
追
求
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
　
ｖ
で
は
ま
た
、「
唐
物
多
被
二
推
取
一
条
」、
即
ち
経
平
が
孫
吉
の
交
易
品
を
奪
取
し
た
点
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
経
平
が
孫
吉
の
報
書
や
愁
文
を
中
央
に
進
上
し
な
い
理
由
が
存
し
た
。
こ
の
点
は
明
範
事
件
で
は
現
れ
な
い
論
点
で
あ
る
。
た
だ
、
前
章
で
触
れ
た
ｌ
─
１
の
「
日
本
国
太
宰
府
進
奉
使
周
良
史
」
の
派
遣
と
そ
の
失
敗
と
は
相
似
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、周
文
裔
Ⅲ
・
周
良
史
Ⅱ
の
来
航
に
際
し
て
、
ｍ
で
大
宰
大
弐
藤
原
惟
憲
が
唐
物
を
奪
取
し
た
と
あ
る
の
も
、こ
の
遣
使
と
関
連
す
る
行
為
と
目
さ
れ
る
。九
世
紀
中
葉
の
事
例
で
あ
る
が
、
唐
─
新
羅
─
日
本
の
海
上
交
通
を
制
し
て
い
た
新
羅
の
張
宝
高
が
死
去
し
た
時
に
、
日
本
で
は
前
筑
前
守
文
室
宮
田
麻
呂
が
宝
高
の
部
下
三
五
唐
物
・
南
島
産
品
と
小
野
宮
流
・
御
堂
流
で
、
来
日
し
た
廻
易
使
李
忠
・
揚
円
ら
の
貨
物
を
奪
取
す
る
と
い
う
出
来
事
が
起
き
て
い
る
（『
続
後
紀
』
承
和
九
年
正
月
乙
巳
条
）。
宮
田
麻
呂
の
言
い
分
は
、「
宝
高
存
日
、為
レ
買
二
唐
国
貨
物
一
、以
レ
絁
付
贈
。
可
レ
報
二
獲
物
一
、其
数
不
レ
尠
。
正
今
宝
高
死
、不
レ
由
レ
得
二
物
実
一
、
因
取
二
宝
高
使
所
レ
齎
物
一
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
彼
は
宝
高
の
交
易
ル
ー
ト
を
利
用
し
て
物
資
の
付
託
・
唐
物
の
入
手
を
企
図
し
て
い
た
の
で
あ
る（58
（
。
し
た
が
っ
て
経
平
の
行
為
も
同
様
の
も
の
と
解
せ
ら
れ
、孫
吉
が
正
規
の
使
者
と
は
認
め
ら
れ
ず
、明
州
か
ら
付
託
さ
れ
た
「
回
賜
」
品
も
充
分
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
孫
吉
の
貨
物
を
奪
取
し
て
自
ら
の
利
益
確
保
を
図
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
ｖ
・
ｗ
に
よ
る
と
、
経
平
と
と
も
に
、
目
代
の
豊
前
々
司
保
（
安
）
定
・
甲
斐
進
士
為
季
と
い
う
者
が
孫
吉
の
唐
物
奪
取
を
実
行
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
保
定
は
延
久
四
年
に
豊
前
守
に
な
っ
た
人
物
で
（『
魚
魯
愚
抄
』
中
巻
一
一
一
頁
小
書
出
書
様
に
「
豊
前
国
保
貞
」
と
あ
る
）、『
後
拾
遺
往
生
伝
』
上
・
前
豊
前
守
藤
原
保
定
に
は
「
前
肥
前
守
中
原
長
国
之
男
也
。
初
則
誇
二
振
鱗
之
号
一
、
後
則
握
二
虎
符
一
、
施
二
烹
鮮
之
治
一
」
と
評
さ
れ
て
お
り
、
承
徳
三
年
（
一
〇
九
九
＝
康
和
元
）
夏
に
七
十
余
歳
で
死
去
し
て
い
る（59
（
。
彼
は
秩
満
解
任
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
経
平
の
任
中
に
目
代
と
し
て
起
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
あ
る
い
は
国
司
の
任
期
途
中
に
、
経
平
の
赴
任
と
と
も
に
目
代
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
府
目
代
の
活
動
と
し
て
は
、
権
帥
藤
原
長
実
の
時
の
大
江
国
兼
が
著
名
で
（『
中
右
記
』
大
治
二
年
〔
一
一
二
七
〕
十
二
月
十
六
日
条
な
ど
）、
国
兼
の
子
通
国
は
大
治
五
年
に
肥
前
守
と
な
っ
て
父
を
補
佐
し
、
任
終
の
保
延
四
年
（
一
一
三
七
）
頃
か
ら
府
目
代
の
地
位
を
継
承
し
て
お
り
、
弟
で
鳥
羽
院
の
主
典
代
通
景
と
も
ど
も
、
院
─
近
臣
都
督
─
院
庁
実
務
官
人
層
府
目
代
と
い
う
体
制
で
府
支
配
を
行
い
、
ま
た
大
宰
府
に
お
け
る
交
易
を
掌
握
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（60
（
。
経
平
の
目
代
藤
原
保
定
も
直
近
ま
で
管
内
受
領
の
経
歴
を
有
し
て
お
り
、
府
内
の
状
況
や
実
務
に
通
暁
し
た
存
在
と
し
て
、
府
官
長
の
管
内
支
配
に
資
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ｚ
『
水
左
記
』
承
暦
四
年
（
一
〇
八
〇
）
五
月
六
日
条
（
上
略
）
或
人
談
云
、
筑
前
守
成
季
朝
臣
異
父
同
母
舎
弟
平
ム
、
於
二
鎮
西
一
事
□
不
意
為
二
大
夫
貫
首
大
蔵
親
任
一
被
二
殺
害
一
。
爰
大
弐
并
成
三
六
季
等
誅
二
殺
親
任
一
也
。
凡
合
戦
之
間
殺
害
人
多
之
由
、
近
日
披
露
。
件
親
任
者
讃
岐
国
人
也
。
相
□
親
兼
之
父
也
。
親
兼
同
以
被
レ
殺
者
。
　
但
し
、
府
目
代
に
よ
る
府
務
遂
行
の
前
段
階
と
し
て
は
、
十
一
世
紀
末
に
府
官
長
不
在
時
の
権
限
代
行
者
と
し
て
少
弐
の
役
割
が
重
要
に
な
り
、
十
二
世
紀
初
の
大
江
匡
房
・
藤
原
顕
季
の
二
代
に
亘
る
長
期
の
官
長
在
京
が
続
く
中
で
、
少
弐
が
府
目
代
的
に
活
動
す
る
時
期
が
あ
り
、
藤
原
長
実
・
経
忠
の
二
代
に
亘
り
少
弐
兼
筑
前
守
と
し
て
現
地
を
統
括
し
た
小
野
宮
流
の
藤
原
公
章
が
撤
収
す
る
と
、『
中
右
記
』
長
承
元
年
（
一
一
三
二
）
十
二
月
二
十
九
日
条
に
「
近
日
大
弐
・
少
弐
・
筑
前
守
皆
以
在
京
、
宰
府
之
中
無
レ
人
二
沙
汰
一
」
と
い
う
状
況
が
常
態
に
な
っ
て
、
府
目
代
に
よ
る
府
務
掌
握
が
完
成
す
る
と
い
う
（
官
長
の
現
地
赴
任
は
任
期
中
に
帰
洛
・
辞
任
し
た
源
重
資
以
降
、
平
頼
盛
ま
で
な
く
な
る（61
（
）。
し
た
が
っ
て
経
平
の
時
代
は
そ
れ
以
前
の
段
階
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
目
代
も
現
地
で
活
動
す
る
官
長
の
手
足
と
し
て
行
動
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
ｚ
に
よ
る
と
、
ｒ
で
孫
吉
を
存
問
し
た
筑
前
守
藤
原
成
季
は
同
母
異
父
の
弟
平
叙
忠
（『
水
左
記
』
承
暦
四
年
八
月
二
日
条
）
を
大
夫
貫
主
大
蔵
親
任
に
殺
害
さ
れ
た
た
め
、
大
弐
と
と
も
に
こ
れ
を
誅
殺
し
た
と
見
え
、
経
平
の
次
の
権
帥
藤
原
資
仲
は
十
月
十
七
日
に
下
向
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
大
弐
は
経
平
の
こ
と
と
目
さ
れ
る
。
即
ち
、
経
平
は
少
弐
を
兼
帯
す
る
筑
前
守
を
支
持
し
て
、
府
官
と
対
立
す
る
行
動
に
出
て
お
り（62
（
、
そ
れ
故
に
自
ら
の
手
足
と
な
る
目
代
な
ど
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
経
平
は
次
の
段
階
の
先
駆
的
存
在
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
明
範
事
件
に
関
し
て
は
、
大
宰
大
弐
藤
原
伊
房
の
背
後
に
あ
る
の
が
白
河
院
な
の
か
、
あ
る
い
は
摂
関
家
な
の
か
で
説
が
分
か
れ
る
が（63
（
、
後
援
勢
力
が
存
し
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
で
は
、
本
件
の
場
合
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
当
該
期
は
白
河
天
皇
の
治
世
で
、
承
保
二
年
（
一
〇
七
五
）
九
月
に
は
関
白
藤
原
教
通
が
死
去
し
（
七
十
八
歳
）、
頼
通
の
子
師
実
（
三
十
四
歳
）
が
関
白
に
な
っ
て
お
り
、
摂
関
政
治
末
期
、
さ
り
と
て
院
政
も
始
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
、
強
力
な
政
治
権
力
の
空
白
期
で
あ
る
。
経
平
は
父
経
通
の
三
男
で
（
図
１
）、
源
経
房
の
子
に
な
っ
た
経
仲
も
含
め
て
経
通
の
四
子
の
母
は
と
も
に
但
馬
守
源
高
雅
の
女
で
あ
っ
た
と
い
う
が
（『
公
卿
補
任
』
二
─
四
〜
八
頁
）、
次
男
経
季
・
四
男
顕
家
が
公
卿
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
経
平
は
従
三
位
と
は
い
え
、
非
参
議
で
府
官
長
に
就
任
し
て
い
る
（
時
に
三
七
唐
物
・
南
島
産
品
と
小
野
宮
流
・
御
堂
流
六
十
二
歳（64
（
）。
但
し
、
経
平
の
子
通
俊
は
権
中
納
言
に
な
っ
て
い
る
。
顕
家
は
経
平
よ
り
も
先
に
府
官
長
に
な
っ
て
お
り
（
表
２
）、『
公
卿
補
任
』
康
平
六
年
（
一
〇
六
三
）
条
尻
付
に
よ
る
と
、
四
十
歳
で
参
議
に
な
る
ま
で
の
経
歴
と
し
て
、
上
東
門
院
御
給
に
よ
る
叙
位
や
後
冷
泉
天
皇
の
蔵
人
頭
就
任
な
ど
が
目
に
付
き
、
摂
関
家
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
寛
治
三
年
〔
一
〇
八
九
〕
に
六
十
六
歳
で
死
去
）。
 
一
方
、
経
平
は
女
典
侍
経
子
が
白
河
天
皇
と
の
間
に
仁
和
寺
御
室
覚
念
（
最
初
の
法
親
王
と
な
る
覚
行
法
親
王
）
が
生
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
（『
中
右
記
』
寛
治
六
年
三
月
二
十
日
条
）、
本
件
の
最
中
に
も
大
納
言
源
俊
房
と
物
詣
の
作
法
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
、
俊
房
の
も
と
を
来
訪
し
た
り
し
て
お
り
（『
水
左
記
』
承
暦
四
年
四
月
七
日
、
閏
八
月
十
二
・
二
十
日
条
）、
内
大
臣
藤
原
能
長
の
大
臣
大
饗
の
屏
幔
を
準
備
す
る
（『
帥
記
』
永
保
元
年
正
月
十
三
日
条
）、権
中
納
言
源
経
信
に
山
庄
物
具
等
を
送
り
、ま
た
と
も
に
法
性
寺
に
参
詣
す
る
（
十
二
月
二
・
十
五
日
条
）
な
ど
、
白
河
天
皇
の
人
脈
の
人
々
と
の
交
流
が
窺
わ
れ
る
。
経
平
の
も
う
一
人
の
女
睦
子
は
藤
原
実
季
と
結
婚
し
て
、
二
男
保
実
と
女
で
堀
河
天
皇
の
女
御
に
な
る
苡
子
（
鳥
羽
天
皇
の
生
母
）
を
生
ん
で
お
り
（『
中
右
記
』
康
和
四
年
三
月
四
日
、
同
五
年
正
月
二
十
五
日
条
）、
こ
れ
も
院
権
力
と
の
つ
な
が
り
を
示
し
て
い
る
。
ｖ
で
経
平
の
武
器
送
付
を
め
ぐ
る
審
議
で
、「
勅
定
」
が
慮
ら
れ
て
い
る
の
は
、
経
平
の
背
後
に
白
河
天
皇
が
い
た
こ
と
を
如
実
に
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
た
だ
、
経
平
の
次
の
府
官
長
た
る
権
帥
藤
原
資
仲
は
小
野
宮
流
で
、『
公
卿
補
任
』
治
暦
四
年
（
一
〇
六
八
）
条
尻
付
（
四
十
八
歳
で
参
議
に
な
る
）
に
よ
る
と
、
後
三
条
天
皇
と
の
つ
な
が
り
が
看
取
さ
れ
る
も
の
の
、
白
河
天
皇
の
権
力
が
ま
だ
絶
大
と
は
い
え
な
い
当
該
期
に
お
い
て
は
、
経
平
の
行
為
を
隠
蔽
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
本
件
は
摂
関
政
治
か
ら
院
政
へ
の
移
行
期
を
象
徴
す
る
出
来
事
で
あ
り
、
大
宰
府
支
配
や
交
易
の
掌
握
と
い
う
点
で
も
過
渡
的
な
段
階
に
起
き
た
も
の
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
商
客
の
来
航
形
態
の
点
で
も
、
上
述
の
よ
う
に
長
期
滞
在
型
か
ら
短
期
往
来
型
へ
の
変
化
、「
唐
坊
」
の
出
現
と
い
う
新
し
い
状
況
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
が
、
孫
吉
の
来
航
は
次
の
如
く
で
、
か
つ
て
の
周
文
裔
な
ど
よ
り
は
来
日
間
隔
が
短
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
必
ず
し
三
八
も
短
期
往
来
型
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
○
治
暦
四
年
（
一
〇
六
八
）
孫
吉
Ⅰ
＋
α
の
来
着
（『
帥
記
』
十
月
二
十
三
日
条
「
年
記
相
違
、
頻
企
二
参
来
一
、
被
二
放
却
一
者
」・「
依
為
先
求
案
、又
慕
二
王
化
一
、重
企
二
参
来
一
者
」）〔
→
延
久
元
年
（
一
〇
六
九
）「
依
レ
相
二
違
起
請
年
記
一
、蒙
二
廻
却
符
一
」
に
よ
り
帰
国
〕
─
《
五
年
》
→
延
久
五
年
（
一
〇
七
三
）
孫
吉
Ⅱ
来
着
（
成
尋
の
五
人
の
弟
子
の
帰
朝
）〔
→
承
暦
元
年
（
一
〇
七
七
）
使
通
事
僧
仲
廻
と
と
も
に
帰
国
〕─《
五
年
》→
承
暦
二
年（
一
〇
七
八
）孫
吉
Ⅲ
来
着（
仲
廻
の
帰
朝
／
明
州
牒
を
齎
す
）〔
→
永
保
二
年（
一
〇
八
二
）
帰
国
／
成
尋
の
弟
子
快
宗
の
再
入
宋
も
同
行
か
〕
─
《
七
年
》
→
応
徳
二
年
（
一
〇
八
五
）
孫
吉
Ⅳ
来
着
（
宋
朝
の
硫
黄
購
入
の
使
命
）
〔
→
『
朝
野
群
載
』
巻
五
陣
定
定
文
に
よ
る
と
、
同
年
に
廻
却
指
示
〕
※ 
史
料
ｕ
は
本
件
の
最
中
で
、
孫
吉
は
日
本
に
滞
留
し
た
ま
ま
で
、
こ
れ
は
孫
吉
の
指
示
を
受
け
た
水
手
黄
逢
が
宋
に
戻
り
、
明
州
牒
を
携
え
て
来
航
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
孫
吉
の
来
航
に
は
含
め
て
い
な
い
。
　
経
平
よ
り
も
少
し
後
の
権
帥
源
経
信
が
大
宰
府
で
死
去
し
た
際
に
は
、「
は
か
た
に
は
へ
り
け
る
唐
人
と
も
あ
ま
た
も
う
て
き
て
と
ふ
ら
ひ
け
る
」
と
あ
り
（『
散
木
奇
歌
集
』）、
府
官
長
は
博
多
居
留
の
宋
人
と
も
関
係
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
関
係
が
ど
の
よ
う
な
変
化
を
齎
し
た
か
は
後
考
に
俟
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
孫
吉
や
経
平
の
活
動
は
そ
う
し
た
状
況
が
確
立
す
る
以
前
の
段
階
に
あ
っ
て
、
商
客
は
な
お
大
宰
府
を
介
し
た
公
貿
易
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
ず
、
府
官
長
に
は
個
人
的
裁
量
の
余
地
が
あ
っ
た
時
代
に
出
来
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
ち
な
み
に
、
経
平
は
寛
治
五
年
（
一
〇
九
一
）
に
七
十
八
歳
で
死
去
し
て
お
り
（『
為
房
卿
記
』
同
年
七
月
三
日
条
、『
公
卿
補
任
』
同
年
条
尻
付
）、
小
野
宮
流
で
は
経
平
の
兄
経
季
の
子
季
仲
が
府
官
長
と
な
っ
た
最
後
の
人
物
に
な
る
。
季
仲
は
『
公
卿
補
任
』
嘉
保
元
年
（
一
〇
九
四
）
条
尻
付
に
よ
る
と
、
承
暦
四
年
正
月
五
日
に
造
六
条
院
行
事
賞
で
従
四
位
上
に
な
る
な
ど
、
や
は
り
白
河
院
と
の
つ
な
が
り
が
深
い
が
、
官
長
在
任
中
の
長
治
二
年
（
一
一
〇
五
）
十
一
月
一
日
に
停
任
、「
十
二
月
廿
八
日
配
流
周
防
国
（
依
日
吉
社
訴
也
）、
同
三
年
二
月
移
配
常
陸
国
」
と
い
う
仕
儀
に
な
っ
た
（『
尊
卑
分
脈
』
二
─
五
頁
も
参
照
）。
季
仲
は
覚
行
法
親
王
の
仰
せ
三
九
唐
物
・
南
島
産
品
と
小
野
宮
流
・
御
堂
流
に
よ
り
、
使
者
を
高
麗
に
派
遣
し
て
、
釋
論
通
玄
鈔
・
同
賛
玄
疏
を
求
め
る
と
い
う
奉
仕
も
行
っ
て
い
た
が
（『
平
安
遺
文
』
題
跋
編
二
五
八
八
号
）、
こ
の
年
正
月
の
検
非
違
使
移
（『
三
十
五
文
集
』）
に
は
大
宰
府
に
対
し
て
「
欲
レ
被
三
早
使
者
倶
召
二
送
叡
山
大
衆
中
悪
僧
等
一
状
」
が
伝
達
さ
れ
て
お
り
、
諸
権
門
が
管
内
で
交
錯
す
る
中
、
院
側
に
立
っ
た
季
仲
が
犠
牲
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
諸
権
門
は
交
易
の
利
を
め
ぐ
っ
て
も
錯
綜
し
て
お
り（65
（
、
公
卿
層
に
留
ま
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
小
野
宮
流
は
歴
史
の
舞
台
か
ら
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
次
第
で
あ
る
。
む
す
び
に
か
え
て
　
小
稿
で
は
大
宰
府
お
よ
び
管
内
に
お
け
る
唐
物
・
南
島
産
品
の
入
手
方
法
如
何
を
め
ぐ
っ
て
、
小
野
宮
流
の
動
向
を
一
つ
の
事
例
と
し
て
検
討
し
て
み
た
。
各
章
の
内
容
を
ま
と
め
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
摂
関
家
主
流
か
ら
は
ず
れ
て
い
く
小
野
宮
流
の
尽
力
の
あ
り
方
、
摂
関
政
治
か
ら
院
政
へ
の
転
換
に
連
関
す
る
事
象
な
ど
、
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
事
柄
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
最
後
に
小
野
宮
流
退
潮
以
降
の
唐
物
・
南
島
産
品
の
獲
得
ル
ー
ト
の
行
方
を
展
望
し
て
、
む
す
び
に
か
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
α
─
１
『
吾
妻
鏡
』
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
五
月
二
十
三
日
条
参
河
守
〈
範
頼
〉、
受
二
二
品
命
一
、
為
二
対
馬
守
親
光
迎
一
、
可
レ
遣
二
船
於
対
馬
島
一
之
処
、
親
光
為
レ
遁
二
平
氏
攻
一
、三
月
四
日
渡
二
高
麗
国
一
云
々
。
仍
猶
可
レ
遣
二
高
麗
一
之
由
、
下
二
知
彼
島
在
庁
一
之
間
、
今
日
既
遣
レ
之
。
当
島
守
護
人
河
内
五
郎
義
長
同
送
二
状
於
親
光
一
。
是
平
氏
悉
滅
亡
訖
、
不
レ
成
二
不
審
一
、
早
可
レ
令
二
帰
朝
一
之
趣
載
レ
之
云
々
。
α
─
２
『
吾
妻
鏡
』
文
治
元
年
六
月
十
四
日
条（66
（
参
河
守
範
頼
并
河
内
五
郎
義
長
等
受
二
二
品
命
一
、
渡
二
使
者
於
高
麗
国
一
之
間
、
対
馬
守
親
光
帰
二
着
彼
島
一
云
々
。
是
去
々
年
自
二
当
島
一 
四
〇
欲
二
上
洛
一
之
折
節
、
平
家
零
二
落
于
鎮
西
一
之
間
、
路
次
依
レ
不
レ
通
不
レ
能
レ
解
レ
纜
。
猶
以
在
国
之
処
、
為
二
中
納
言
知
盛
卿
并
少
弐
種
直
等
奉
行
一
、可
レ
令
レ
参
二
屋
島
一
之
由
及
二
其
催
一
。
九
州
二
島
中
国
皆
雖
レ
従
二
于
平
家
之
方
一
、親
光
猶
運
二
志
於
源
家
一
之
間
不
二
行
向
一
。
仍
三
ヶ
度
被
レ
遣
二
追
討
使
一
。
所
レ
謂
高
二
郎
大
夫
経
直
〈
種
直
家
子
〉
両
度
、拒
押
〔
捍
ヵ
〕
使
宗
房
〈
種
益
郎
等
〉
一
ヶ
度
也
。
此
輩
頻
下
レ
国
、
或
知
二
行
国
務
一
、
或
及
二
合
戦
一
、
難
二
存
命
一
之
間
、
凌
二
風
波
一
、
去
三
月
四
日
令
レ
越
二
渡
高
麗
国
一
之
時
、
相
二
伴
妊
婦
一
。
仍
構
二
仮
屋
於
曠
野
之
辺
一
産
生
。
于
レ
時
猛
虎
窺
来
、
親
光
郎
従
射
二
取
之
一
訖
。
高
麗
国
主
感
二
此
事
一
、
賜
二
三
ヶ
国
於
親
光
一
、
已
為
二
彼
国
臣
一
之
処
、
有
二
此
迎
一
帰
朝
。
件
国
主
殊
惜
二
其
余
波
一
、
与
二
重
宝
等
一
、
納
二
三
艘
貢
船
一
副
送
之
云
々
。
β
『
吾
妻
鏡
』
文
治
三
年
九
月
二
十
二
日
条
所
衆
信
房〈
号
二
宇
都
宮
所
一
〉、為
二
御
使
一
下
二
向
鎮
西
一
。
是
天
野
藤
内
遠
景
相
共
可
レ
追
二
討
貴
海
島
一
之
旨
、依
レ
含
二
厳
命
一
也
。
件
島
者
、
古
来
无
下
飛
二
船
帆
一
之
者
上
。
而
平
家
在
世
時
、
薩
摩
国
住
人
阿
多
平
権
守
忠
景
依
二
勅
勘
一
、
逐
二
電
于
彼
島
一
之
間
、
為
レ
追
二
討
之
一
、
遣
二
筑
後
守
家
貞
一
。
家
貞
粧
二
軍
船
一
、
雖
レ
及
二
数
度
一
、
終
不
レ
凌
二
風
波
一
、
空
以
令
二
帰
洛
一
云
々
。
今
度
同
二
意
豫
州
一
之
輩
、
隠
居
歟
之
由
、
依
レ
有
二
御
疑
貽
一
有
二
此
儀
一
。
又
去
年
河
辺
平
太
郎
通
綱
到
二
件
島
一
之
由
、
聞
食
之
間
、
殊
所
二
思
食
企
給
一
也
云
々
。
遠
景
元
来
在
二
鎮
西
一
云
々
。
　
α
─
１
・
２
は
平
氏
政
権
末
期
に
平
氏
へ
の
加
担
を
強
要
さ
れ
た
対
馬
守
藤
原
親
光
が
高
麗
に
越
渡
し
、
平
氏
滅
亡
後
に
帰
朝
し
た
顚
末
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
は
高
麗
と
も
正
規
の
国
交
を
樹
立
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
大
宰
府
で
は
高
麗
と
の
通
交
を
「
商
人
往
二
反
高
麗
国
一
、
古
今
之
例
也
」
と
認
識
し
て
お
り
（『
朝
野
群
載
』
巻
二
十
異
国
・
承
暦
四
年
〔
一
〇
八
〇
〕
三
月
五
日
大
宰
府
解
／
第
三
章
の
経
平
・
孫
吉
を
め
ぐ
る
出
来
事
と
同
時
に
惹
起
し
て
い
た
高
麗
か
ら
の
医
師
派
遣
要
請
に
伴
う
史
料
）、『
高
麗
史
』
に
も
対
馬
島
人
、
そ
の
他
九
州
諸
国
か
ら
の
渡
航
例
が
散
見
し
て
い
る（67
（
。
高
麗
は
宋
と
対
立
す
る
契
丹
に
服
属
し
て
い
た
の
で
、
宋
か
ら
は
渡
航
禁
止
地
域
に
な
っ
て
い
た
が
、
宋
商
人
は
日
本
経
由
で
渡
航
し
、
日
本
人
の
依
頼
に
よ
っ
て
経
典
入
手
を
行
う
な
ど
、
高
麗
と
交
易
す
る
便
法
に
利
用
し
て
い
四
一
唐
物
・
南
島
産
品
と
小
野
宮
流
・
御
堂
流
た
よ
う
で
あ
り
、
明
範
事
件
で
明
範
が
契
丹
に
赴
く
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
宋
商
人
で
あ
る
劉
琨
が
日
本
を
起
点
に
高
麗
→
契
丹
の
ル
ー
ト
を
開
拓
し
た
た
め
で
あ
る
。
大
宰
府
に
は
こ
の
よ
う
な
交
易
ル
ー
ト
も
あ
っ
た
が
、
平
家
は
大
蔵
氏
流
の
原
田
種
直
を
異
例
の
少
弐
に
任
用
し
て
（『
吉
記
』
養
和
元
年
〔
一
一
八
一
〕
九
月
十
日
条
）、
大
宰
府
を
掌
握
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
の
後
の
大
宰
府
の
状
況
と
し
て
、
こ
う
し
た
府
官
層
の
実
務
運
営
、
宋
人
と
の
親
和
と
緊
張
（『
宮
寺
縁
事
抄
』「
筥
崎
宮
造
営
事
」
文
治
二
年
〔
一
一
八
六
〕
八
月
十
五
日
中
原
師
尚
勘
申
所
引
仁
平
元
年
〔
一
一
五
一
〕
九
月
二
十
三
日
対
問
記
に
見
え
る
府
目
代
宗
頼
、
大
監
種
平
・
季
実
ら
に
よ
る
「
引
二
率
五
百
余
騎
軍
兵
一
、
押
二
混
筥
崎
・
博
多
一
、
行
二
大
追
補
（
捕
）一
、
始
レ
自
二
宋
人
王
昇
後
家
一
、
運
二
取
千
六
百
家
資
財
雑
物
一
」
と
い
う
行
為
な
ど
）
に
よ
る
交
易
の
掌
握
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る（68
（
。
　
一
方
、
南
九
州
で
は
第
二
章
で
触
れ
た
平
季
基
事
件
の
後
に
進
出
し
て
来
る
薩
摩
平
氏
の
動
向
が
留
意
さ
れ
、
特
に
β
に
記
さ
れ
た
阿
多
権
守
平
忠
景
の
活
動
は
興
味
深
い（69
（
。
忠
景
は
阿
多
郡
司
を
称
し
（『
平
安
遺
文
』
二
三
九
八
号
保
延
四
年
〔
一
一
三
八
〕
十
一
月
十
五
日
薩
摩
国
阿
多
郡
司
平
忠
景
解
案
）、
権
守
の
肩
書
の
通
り
、
在
庁
官
人
の
上
首
者
と
し
て
広
大
な
国
衙
領
を
保
有
す
る
と
と
も
に
（『
鎌
倉
遺
文
』
九
二
三
号
建
久
八
年
〔
一
一
九
七
〕
薩
摩
国
図
田
帳
写
の
久
吉
名
）、
大
隅
国
の
紛
擾
に
介
入
し
た
り
（『
平
安
遺
文
』
三
二
三
〇
号
応
保
二
年
〔
一
一
六
二
〕
五
月
十
五
日
大
隅
国
臺
明
寺
住
僧
等
解
）、
源
為
朝
を
婿
に
し
た
り
（
図
２
）
と
、
一
国
棟
梁
的
な
武
威
を
振
る
う
存
在
で
あ
っ
た
。
β
に
記
さ
れ
た
平
家
の
有
力
家
人
平
家
貞
に
よ
る
追
討
は
、
平
治
の
乱
後
の
反
平
氏
勢
力
鎮
圧
の
一
環
と
目
さ
れ
、
そ
の
際
に
忠
景
は
貴
海
島
に
逃
走
し
た
と
い
い
、結
局
、家
貞
は
忠
景
を
追
捕
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
貴
海
島
は
第
二
章
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
日
宋
貿
易
の
重
要
な
輸
出
品
で
あ
る
硫
黄
の
産
地
で
あ
り
、
ま
た
南
島
産
品
獲
得
の
拠
点
に
も
な
っ
て
い
る
。
β
の
源
頼
朝
に
よ
る
貴
海
島
征
討
は
、
義
経
に
与
同
し
た
豊
後
冠
者
源
義
実
（
為
朝
と
忠
景
の
女
の
所
生
子
）
追
捕
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
り
、
義
実
は
日
向
国
真
幸
院
か
ら
薩
摩
国
伊
作
郡
、
さ
ら
に
祖
父
忠
景
（
こ
の
時
点
で
は
死
去
）
の
拠
点
阿
多
郡
を
経
由
し
て
、
貴
海
島
に
渡
航
し
た
と
目
さ
れ
る
と
い
う
。
四
二
　
そ
の
阿
多
郡
の
交
易
拠
点
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
十
一
世
紀
後
半
〜
十
五
世
紀
前
半
に
万
之
瀬
川
下
流
域
に
出
現
す
る
持
躰
松
遺
跡
で
あ
る（70
（
。
当
地
は
阿
多
郡
と
加
世
田
別
符
（
府
）（
忠
景
の
弟
忠
明
が
別
府
氏
の
祖
）
の
境
界
に
立
地
し
（
図
４
）、
十
二
世
紀
後
半
〜
十
三
世
紀
前
半
、
忠
景
ら
が
活
躍
す
る
時
期
に
貿
易
陶
磁
器
が
集
中
し
て
お
り
、
ま
た
摂
関
家
と
の
関
係
を
窺
わ
せ
る
畿
内
産
の
瓦
器
、
特
に
楠
葉
型
・
和
泉
型
が
ま
と
ま
っ
て
検
出
さ
れ
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
そ
の
貿
易
拠
点
と
し
て
の
評
価
や
「
唐
人
原
」・「
唐
坊
」
地
名
存
在
の
意
味
に
関
し
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
「
綱
」
銘
墨
書
陶
磁
器
が
出
土
す
る
の
は
博
多
の
み
で
あ
り
、
貿
易
陶
磁
器
の
出
土
量
や
出
土
状
況
か
ら
考
え
て
、
当
地
は
物
資
集
積
地
で
は
あ
る
が
、
博
多
の
如
く
に
宋
人
居
留
地
が
設
置
さ
れ
て
、
営
業
を
行
う
よ
う
な
場
所
で
は
な
く
、
当
初
か
ら
万
之
瀬
川
河
口
を
目
指
し
た
船
が
時
々
に
到
来
し
て
、「
寄
船
」
を
口
実
に
交
易
が
行
わ
れ
た
と
位
置
づ
け
る
の
が
穏
当
と
さ
れ
て
い
る
。
　
γ
『
鎌
倉
遺
文
』
二
三
六
・
五
六
六
号
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
ま
た
は
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
五
月
十
四
日
源
頼
朝
御
教
書
案
在
御
判
。
自
二
近
衛
殿
一
被
二
仰
下
一
島
津
庄
官
訴
申
、
為
二
宰
府
一
背
二
先
例
一
、
今
年
始
以
押
二
取
唐
船
着
岸
物
一
事
、
解
状
遣
レ
之
。
早
停
二
止
図 4　万之瀬川下流域概念図
四
三
唐
物
・
南
島
産
品
と
小
野
宮
流
・
御
堂
流
新
儀
一
、
如
レ
元
可
レ
令
レ
付
二
庄
家
一
也
。
適
為
下
被
二
仰
下
一
事
上
之
上
、
如
レ
状
者
、
道
理
有
レ
限
事
也
。
仰
旨
如
レ
此
。
仍
以
執
達
如
レ
件
。
五
月
十
四
日
。
盛
時
〈
奉
〉。
伊
豆
藤
内
殿
　
γ
は
島
津
庄
に
到
来
し
た
「
寄
船
」
に
関
す
る
史
料
で
、
本
所
で
あ
る
近
衛
家
を
介
し
て
源
頼
朝
に
交
渉
し
、
大
宰
府
を
掌
握
し
て
い
た
天
野
遠
景
に
大
宰
府
に
よ
る
「
唐
船
着
岸
物
」
の
押
取
が
「
新
儀
」
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
停
止
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る（71
（
。
こ
こ
に
は
「
寄
船
」
の
扱
い
が
「
先
例
」
と
し
て
確
立
し
て
い
た
様
相
が
看
取
さ
れ
、
そ
の
背
景
に
は
持
躰
松
遺
跡
と
そ
の
後
背
地
の
如
き
拠
点
が
存
在
し
た
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
様
々
な
交
易
の
あ
り
方
や
在
地
勢
力
を
ど
の
よ
う
に
掌
握
す
る
か
は
、
公
武
両
政
権
の
対
外
政
策
の
展
開
や
交
易
シ
ス
テ
ム
の
統
括
方
法
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
そ
う
し
た
課
題
の
解
明
を
期
し
て
、
蕪
雑
な
稿
を
終
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
四
四
註（１
（
拙
稿
ａ
「
九
世
紀
の
入
唐
僧
」、
ｂ
「
入
宋
僧
成
尋
の
系
譜
」（『
成
尋
と
参
天
台
五
臺
山
記
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
（、
ｃ
「
寛
平
度
遣
唐
使
再
説
」（『
白
山
史
学
』
五
〇
、二
〇
一
四
年
（、
ｄ
「
朱
仁
聰
と
周
文
裔
・
周
良
史
─
来
日
宋
商
人
の
様
態
と
藤
原
道
長
の
対
外
政
策
─
」（『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』史
学
科
篇
四
〇
、二
〇
一
五
年
（、ｅ
「
平
安
中
・
後
期
の
対
外
関
係
と
そ
の
展
開
過
程
」（『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
科
篇
四
一
、二
〇
一
六
年
（。
（
２
（
松
薗
斉
「
小
野
宮
家
記
事
件
を
め
ぐ
っ
て
」（『
王
朝
日
記
論
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
六
年
（
は
、
小
野
宮
家
は
十
一
世
紀
中
葉
が
ピ
ー
ク
で
、
十
一
世
紀
後
半
か
ら
始
ま
る
家
格
形
成
の
波
の
中
で
は
公
卿
到
達
者
が
減
少
し
て
お
り
、
競
争
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
十
二
世
紀
い
っ
ぱ
い
で
衰
退
し
て
い
く
と
見
て
い
る
。
（
３
（
佐
藤
信
「
古
代
の
「
大
臣
外
交
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
境
界
の
日
本
史
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
（。
（
４
（
唐
物
へ
の
憧
憬
や
意
味
合
い
に
つ
い
て
は
、
河
添
房
江
ａ
『
源
氏
物
語
と
東
ア
ジ
ア
世
界
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
七
年
（、
ｂ
『
光
源
氏
が
愛
し
た
王
朝
ブ
ラ
ン
ド
品
』（
角
川
学
芸
出
版
、二
〇
〇
八
年
（、
河
添
房
江
・
皆
川
雅
樹
編『
唐
物
と
東
ア
ジ
ア
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
一
一
年
（、
皆
川
雅
樹
『
日
本
古
代
王
権
と
唐
物
交
易
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
（
な
ど
、
南
島
の
動
向
に
関
し
て
は
、
田
中
史
生
「
七
〜
一
一
世
紀
の
奄
美
・
沖
縄
諸
島
と
国
際
交
易
」（『
国
際
交
易
と
古
代
日
本
』
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
二
年
（、安
里
進「
七
〜
一
二
世
紀
の
琉
球
列
島
を
め
ぐ
る
三
つ
の
問
題
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
七
九
、
二
〇
一
三
年
（
な
ど
を
参
照
。
（
５
（
山
本
信
吉
ａ
「
冷
泉
朝
に
お
け
る
小
野
宮
家
・
九
条
家
を
め
ぐ
っ
て
」、ｂ
「
関
白
藤
原
頼
忠
論
」（『
摂
関
政
治
史
論
考
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
（、
渡
辺
滋
「
冷
泉
朝
に
お
け
る
藤
原
実
頼
の
立
場
」（『
日
本
歴
史
』
七
八
七
、二
〇
一
三
年
（
な
ど
。
な
お
、
上
載
『
清
慎
公
記
』
逸
文
の
校
訂
と
人
物
比
定
は
渡
辺
氏
七
頁
の
考
証
に
依
拠
し
た
。
（
６
（
桃
裕
行
「『
北
山
抄
』
と
『
清
慎
公
記
』」（『
古
記
録
の
研
究
』
上
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
八
年
（。
（
７
（
註
（
１
（
拙
稿
ｄ
、拙
稿
「
古
代
日
麗
関
係
の
形
成
と
展
開
」（
註
（
１
（
書
（。
（
８
（
森
克
己
「
我
が
受
動
的
貿
易
の
展
開
」（『
新
訂
日
宋
貿
易
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
（。
高
田
牧
に
関
し
て
は
一
七
七
〜
一
七
八
頁
に
事
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
（
９
（
服
部
英
雄
「
宗
像
大
宮
司
と
日
宋
貿
易
」（『
境
界
か
ら
み
た
内
と
外
』
下
巻
、
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
八
年
（。
（
10
（
山
内
晋
次
ａ
「
荘
園
内
密
貿
易
説
に
関
す
る
疑
問
」（『
奈
良
平
安
期
の
日
本
と
東
ア
ジ
ア
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
（、
ｂ
「
日
宋
貿
易
と
「
ト
ウ
ボ
ウ
」
を
め
ぐ
る
覚
書
」（『
東
ア
ジ
ア
海
域
叢
書
』
一
一
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
（、
渡
邊
誠
『
平
安
時
代
管
理
貿
易
制
度
史
の
研
究
』
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
二
年
（
な
ど
。
四
五
唐
物
・
南
島
産
品
と
小
野
宮
流
・
御
堂
流
（
11
（
正
木
喜
三
郎
ａ
「
宗
像
妙
忠
」（『
古
代
・
中
世
宗
像
の
歴
史
と
伝
承
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
四
年
（、
ｂ
「
律
令
制
の
崩
壊
と
宗
像
」（『
宗
像
市
史
』
通
史
編
第
二
巻
古
代
・
中
世
、一
九
九
九
年
（
な
ど
を
参
照
。
な
お
、
「
富
豪
層
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
九
世
紀
の
郡
司
と
そ
の
動
向
」（『
古
代
郡
司
制
度
の
研
究
』吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
〇
年
（を
参
照
。
（
12
（
北
宮
王
家
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
奈
良
貴
族
の
時
代
史
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
九
年
（
を
参
照
。
宗
像
氏
や
高
階
真
人
の
動
向
に
関
し
て
は
、
拙
稿
ａ
「
王
臣
家
と
郡
司
」（『
日
本
歴
史
』
六
五
一
、二
〇
〇
二
年
（、
ｂ
「
そ
の
後
の
長
屋
王
家
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
三
四
九
、二
〇
〇
四
年
（
を
参
照
。
（
13
（
大
日
本
古
記
録
は
実
頼
と
し
、
服
部
註
（
９
（
論
文
一
二
六
頁
は
頼
忠
と
す
る
。
（
14
（
大
津
透「
平
安
時
代
収
取
制
度
の
研
究
」（『
律
令
国
家
支
配
構
造
の
研
究
』
岩
波
書
店
、一
九
九
三
年
（、勝
山
清
次「
平
安
時
代
後
期
の
封
戸
制
」（『
中
世
年
貢
制
成
立
史
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
九
五
年
（、
川
端
新
『
荘
園
制
成
立
史
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
（
な
ど
。『
小
右
記
』
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
（
七
月
十
一
日
条
に
は
「
天
下
□
地
悉
為
二
一
家
領
一
、
公
領
無
二
立
錐
地
一
歟
。
可
レ
悲
之
世
也
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
去
九
日
丹
生
使
蔵
人
検
非
違
使
棟
仲
、
大
納
言
能
信
卿
山
城
国
庄
雑
人
打
二
破
小
舎
人
頭
一
、
濫
行
無
レ
極
。
仍
差
二
遣
使
官
人
一
云
々
」
と
い
う
事
件
に
慷
慨
し
た
際
の
評
言
で
あ
り
、
こ
の
段
階
で
は
庄
園
制
を
基
盤
と
す
る
財
政
構
造
に
な
っ
て
い
た
訳
で
は
な
い
。川
端
氏
四
三
一
頁
は
、
摂
関
家
の
家
産
に
庄
々
が
編
入
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
御
堂
流
の
人
々
の
個
々
の
政
治
的
立
場
に
よ
り
庄
園
寄
進
が
な
さ
れ
た
も
の
で
、
藤
原
実
資
な
ど
も
含
め
た
高
級
貴
族
の
個
々
の
家
々
が
寄
進
の
対
象
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
（
15
（
服
部
註
（
９
（
論
文
一
二
七
頁
。
（
16
（
有
川
宜
博
「
十
一
世
紀
初
頭
の
宇
佐
宮
と
大
宰
府
」（『
九
州
史
学
』
六
九
、一
九
八
〇
年
（、
佐
々
木
恵
介
「
大
宰
府
の
管
内
支
配
変
質
に
関
す
る
試
論
」（『
日
本
古
代
の
官
司
と
政
務
』
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
八
年
（
な
ど
。
（
17
（
貴
族
家
の
拘
禁
刑
に
つ
い
て
は
、
元
木
泰
雄
「
摂
関
家
に
お
け
る
私
的
制
裁
」（『
院
政
期
政
治
史
研
究
』思
文
閣
出
版
、一
九
九
六
年
（を
参
照
。
（
18
（
大
蔵
氏
流
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
藤
野
秀
子
「
大
宰
府
府
官
大
蔵
氏
の
研
究
」（『
九
州
史
学
』
五
三
・
五
四
、一
九
七
四
年
（、
拙
稿
「
刀
伊
の
入
寇
と
西
国
武
者
の
展
開
」（『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
科
篇
三
四
、
二
〇
〇
九
年
（
な
ど
を
参
照
。
（
19
（『
小
右
記
』
寛
仁
三
年
（
一
〇
一
九
（
十
一
月
十
六
日
条
に
は
道
長
の
子
頼
宗
が
検
非
違
使
別
当
辞
職
を
希
望
す
る
理
由
と
し
て
、「
庁
事
極
以
不
便
、
無
レ
為
レ
術
者
、
別
当
之
外
有
下
被
二
自
由
一
之
気
色
上
、
巨
細
事
等
、
惣
不
レ
能
二
執
行
一
、
官
人
等
心
非
二
清
直
一
者
」
と
い
う
状
況
が
記
さ
れ
て
お
り
、
実
資
の
観
察
に
よ
れ
ば
、「
依
二
入
道
殿
命
一
官
人
等
任
レ
意
執
行
、
不
レ
触
二
別
当
一
歟
、
他
別
当
弥
難
レ
行
乎
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
藤
原
道
長
に
よ
る
国
政
支
配
は
ｅ
─
２
・
３
以
来
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
（
20
（
註
（
１
（
拙
稿
ａ
・
ｂ
。
四
六
（
21
（
註
（
18
（
拙
稿
。
（
22
（
拙
稿
「
真
上
勝
岡
異
見
」（『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
科
篇
四
四
、
二
〇
一
九
年
（。
（
23
（
日
宋
貿
易
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、田
島
公
「
海
外
と
の
交
渉
」（『
古
文
書
の
語
る
日
本
史
』
二
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
一
年
（
を
参
照
。
（
24
（『
権
記
』
長
保
二
年
（
一
〇
〇
〇
（
八
月
二
十
四
日
条
の
大
宰
大
弐
藤
原
有
国
に
よ
る
皇
后
宮
（
藤
原
定
子
（
使
者
の
商
客
と
の
接
見
制
止
、『
小
右
記
』
長
元
二
年
（
一
〇
二
九
（
七
月
十
一
日
条
の
前
大
弐
藤
原
惟
憲
に
対
す
る「
九
国
二
島
物
掃
レ
底
奪
取
、唐
物
又
同
」と
い
う
評
言
な
ど
、
府
官
長
の
権
限
の
大
き
さ
が
窺
わ
れ
る
。
（
25
（
山
里
純
一
「
夜
光
貝
と
檳
榔
の
交
易
」（『
古
代
日
本
と
南
島
の
交
流
』
吉
川
弘
文
館
、一
九
九
九
年
（。
な
お
、『
小
右
記
』寛
弘
二
年（
一
〇
〇
五
（
四
月
二
十
一
日
条
に
は
実
資
が
大
弐
藤
原
高
遠
の
室
家
料
と
し
て
檳
榔
車
を
贈
っ
た
こ
と
が
見
え
る
。
（
26
（
周
文
裔
の
子
周
良
史
は
前
回
の
来
航
時
に
藤
原
頼
通
に
名
籍
を
捧
呈
し
、
栄
爵
に
与
ろ
う
と
し
て
お
り
（『
小
右
記
』
万
寿
三
年
六
月
二
十
六
日
条
、『
左
経
記
』
同
年
七
月
十
七
日
条
、『
宇
槐
記
抄
』
仁
平
元
年
九
月
二
十
四
日
条
な
ど
（、
こ
の
父
子
は
朝
廷
中
枢
部
と
関
係
を
結
び
、
新
た
な
通
交
形
態
を
確
立
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
詳
細
は
註
（
１
（
拙
稿
ｄ
を
参
照
。
（
27
（
渡
辺
直
彦
「
藤
原
実
資
家
「
家
司
」
の
研
究
」（『
日
本
古
代
官
位
制
度
の
基
礎
的
研
究
』
増
訂
版
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
（、
拙
稿
「
源
頼
信
と
河
内
源
氏
の
展
開
過
程
」（『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
科
篇
三
九
、二
〇
一
四
年
（
な
ど
。
（
28
（『
官
司
補
任
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
九
年
（、
渡
辺
註
（
27
（
論
文
な
ど
。
（
29
（『
延
喜
式
』
巻
二
十
三
民
部
下
で
は
大
宰
府
の
交
易
雑
物
の
中
に
「
履
料
牛
皮
廿
四
張
、
狸
皮
十
張
」
が
見
え
る
が
、
元
来
隼
人
居
住
国
か
ら
貢
上
さ
れ
た
も
の
と
見
な
さ
れ
る
。
（
30
（
鈴
木
康
之
「
滑
石
製
石
鍋
の
流
通
と
消
費
」（『
鎌
倉
時
代
の
考
古
学
』
高
志
書
院
、
二
〇
〇
六
年
（、
田
中
註
（
４
（
論
文
な
ど
。
（
31
（
永
山
修
一
「
キ
カ
イ
ガ
シ
マ
・
イ
オ
ウ
ガ
シ
マ
考
」（『
日
本
律
令
制
論
集
』
下
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
（、
山
内
晋
次
『
日
宋
貿
易
と
「
硫
黄
の
道
」』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
（
な
ど
。
（
32
（
石
井
正
敏
「
日
本
・
高
麗
関
係
に
関
す
る
一
考
察
」（『
高
麗
・
宋
元
と
日
本
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
（、
註
（
７
（
拙
稿
な
ど
。
（
33
（
田
中
註
（
４
（
論
文
。
（
34
（
野
口
実「
薩
摩
と
肥
前
」（『
鹿
児
島
中
世
史
研
究
会
報
』
五
〇
、一
九
九
五
年
（。
（
35
（
田
中
註
（
４
（
論
文
。
（
36
（
加
藤
友
康
「
平
安
時
代
の
大
隅
・
薩
摩
」（『
黎
明
館
調
査
研
究
報
告
』
一
七
、二
〇
〇
四
年
（一
六
二
頁
。な
お
、こ
う
し
た
家
政
と
国
政
の
通
有
は
、拙
著『
長
屋
王
家
木
簡
の
基
礎
的
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
〇
年
（
で
分
析
し
た
奈
良
時
代
に
も
存
在
し
、
そ
れ
以
前
の
事
例
も
含
め
て
、
通
時
代
的
な
権
力
構
築
の
要
諦
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
特
質
を
探
る
こ
と
も
課
題
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、『
小
右
記
』
四
七
唐
物
・
南
島
産
品
と
小
野
宮
流
・
御
堂
流
長
和
三
年
（
一
〇
一
四
（
二
月
二
十
六
日
条
に
は
「
臨
昏
前
大
隅
守
為
信
真
人
参
上
、
談
二
府
国
事
一
。
預
二
放
還
一
、
府
解
已
無
二
停
滞
一
、
新
司
着
任
之
後
、
即
与
二
解
由
一
。
依
二
予
示
一
所
二
営
与
一
也
者
」
と
あ
り
、
実
資
は
清
原
為
信
の
受
領
交
替
手
続
き
円
滑
化
に
も
助
力
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
長
和
二
年
二
月
十
日
、
七
月
二
日
条
も
参
照
（。
（
37
（
西
海
道
の
相
撲
人
に
つ
い
て
は
、
註
（
22
（
拙
稿
を
参
照
。
（
38
（
貴
族
社
会
に
お
い
て
引
出
物
と
し
て
の
馬
が
有
し
た
役
割
・
意
味
合
い
に
つ
い
て
は
、
中
込
律
子
「
摂
関
家
と
馬
」（『
平
安
時
代
の
税
財
政
構
造
と
受
領
』
校
倉
書
房
、
二
〇
一
三
年
（
を
参
照
。
上
述
の
藤
原
実
資
と
関
係
の
深
い
西
海
道
の
受
領
が
罷
申
に
訪
れ
た
時
に
は
馬
を
賜
与
す
る
例
が
あ
る
が
、
概
ね
一
疋
が
基
本
で
あ
る
。
（
39
（
渡
辺
滋
ａ
「
請
人
・
口
入
人
の
持
つ
力
」（『
生
活
と
文
化
の
歴
史
学
』
３
富
裕
と
貧
困
、
竹
林
舎
、
二
〇
一
三
年
（、
ｂ
「
平
安
時
代
に
お
け
る
任
用
国
司
」（『
続
日
本
紀
研
究
』四
〇
一
、二
〇
一
二
年
（、手
嶋
大
侑「
平
安
中
期
に
お
け
る
受
領
と
年
官
」（『
歴
史
学
研
究
』
九
八
三
、二
〇
一
九
年
（
な
ど
。
（
40
（
こ
う
し
た
相
撲
人
の
あ
り
方
に
関
し
て
は
、
拙
著
『
在
庁
官
人
と
武
士
の
生
成
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
（
第
二
部
を
参
照
。
（
41
（
鎮
西
平
氏
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
五
味
克
夫
「
鎌
倉
初
期
の
南
薩
摩
平
氏
覚
書
」（『
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
文
学
科
論
集
』
九
、一
九
七
三
年
（、
野
口
実
「
鎮
西
に
お
け
る
平
氏
系
武
士
団
の
系
譜
的
考
察
」（『
中
世
東
国
武
士
団
の
研
究
』
高
科
書
店
、
一
九
九
四
年
（、
清
水
亮
「
鎌
倉
幕
府
の
九
州
支
配
と
薩
摩
平
氏
」（『
兵
た
ち
の
時
代
』
Ⅰ
、
高
志
書
院
、
二
〇
一
〇
年
（
な
ど
を
参
照
。
（
42
（
永
山
修
一
「
平
安
時
代
中
・
後
期
の
薩
摩
国
・
大
隅
国
と
南
島
」（『
先
史
・
古
代
の
鹿
児
島
』
通
史
編
、
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
六
年
（
五
八
三
頁
。
な
お
、
野
口
実
『
列
島
を
翔
け
る
平
安
武
士
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
（
五
四
頁
は
、『
類
聚
符
宣
抄
』
第
七
長
和
四
年
（
一
〇
一
五
（
四
月
七
日
官
符
に
見
え
る
権
帥
藤
原
隆
家
の
仗
正
六
位
上
藤
原
如
孝
（
よ
し
た
か
（
に
比
定
し
、
六
七
頁
で
は
大
宰
府
の
権
威
を
背
景
に
大
隅
に
進
出
し
て
い
た
と
解
し
て
い
る
。
（
43
（
日
隈
正
守
ａ
「
大
隅
国
建
部
氏
系
図
考
証
」（『
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』人
文
・
社
会
科
学
編
四
八
・
五
一
、一
九
九
七
年
・
二
〇
〇
〇
年
（、
ｂ
「
治
暦
五
年
正
月
二
十
日
付
藤
原
頼
光
所
領
配
分
帳
案
に
関
す
る
一
考
察
」（『
旧
記
雑
録
月
報
』
二
二
、二
〇
〇
一
年
（、
ｃ
「
建
部
姓
佐
多
氏
系
譜
再
考
」（『
鹿
児
島
中
世
史
研
究
会
報
』
五
一
、一
九
九
五
年
（、『
指
宿
市
誌
』（
一
九
八
五
年
（〈
江
平
望
氏
執
筆
部
分
〉、
永
山
修
一
「『
小
右
記
』
に
見
え
る
大
隅
・
薩
摩
か
ら
の
進
物
記
事
の
周
辺
」（『
鹿
児
島
中
世
史
研
究
会
報
』
五
〇
、一
九
九
五
年
（、
小
川
弘
和
「
摂
関
家
領
島
津
荘
と
〈
辺
境
〉
支
配
」（『
中
世
的
九
州
の
形
成
』
高
志
書
院
、
二
〇
一
六
年
（
な
ど
を
勘
案
し
て
作
成
し
た
。
小
川
氏
は
藤
原
良
孝
を
こ
の
系
統
の
祖
と
す
る
見
解
を
呈
し
て
お
り
、
継
承
す
べ
き
視
角
で
あ
る
と
思
う
が
、「
頼
」
の
通
字
と
い
う
観
点
か
ら
、
氏
姓
不
明
な
が
ら
、
大
隅
掾
為
頼
も
候
補
に
な
り
得
る
と
考
え
て
、
付
記
し
て
い
る
。
（
44
（
永
山
註
（
43
（
論
文
、
野
口
註
（
34
（
論
文
、
加
藤
註
（
36
（
論
文
、
小
川
註
（
43
（
論
文
な
ど
。
四
八
（
45
（
こ
う
し
た
結
合
方
法
に
つ
い
て
は
、
正
木
註
（
10
（
ｂ
論
文
四
二
七
〜
四
二
八
頁
、川
添
昭
二
「
宗
像
氏
の
対
外
貿
易
と
志
賀
島
の
海
人
」（『
海
と
列
島
文
化
』
３
玄
界
灘
の
島
々
、
小
学
館
、
一
九
九
〇
年
（
三
〇
三
頁
な
ど
を
参
照
。
（
46
（
渡
海
制
に
つ
い
て
は
、山
内
晋
次「
古
代
に
お
け
る
渡
海
禁
制
の
再
検
討
」
（『
待
兼
山
論
叢
』
史
学
篇
二
二
、一
九
八
八
年
（、
稲
川
や
よ
い
「『
渡
海
制
』
と
『
唐
物
使
』
の
検
討
」（『
史
論
』
四
四
、一
九
九
一
年
（、
榎
本
淳
一
ａ
「
律
令
国
家
の
対
外
方
針
と
『
渡
海
制
』」、
ｂ
「
広
橋
本
「
養
老
衛
禁
律
」
の
脱
落
条
文
の
存
否
」（『
唐
王
朝
と
古
代
日
本
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
（、
註
（
１
（
拙
稿
ｄ
な
ど
を
参
照
。
（
47
（
拙
稿
「
源
頼
親
と
大
和
源
氏
の
生
成
」（『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
科
篇
四
三
、二
〇
一
八
年
（。
（
48
（
島
津
庄
は
国
衙
支
配
か
ら
自
立
性
が
高
い
一
円
庄
と
、
国
衙
と
両
属
関
係
に
あ
る
寄
郡
と
で
構
成
さ
れ
る
の
が
特
色
で
、
竹
内
理
三
「
薩
摩
の
荘
園
─
寄
郡
に
つ
い
て
─
」（『
史
淵
』
七
五
、一
九
五
八
年
（
で
は
、
正
応
元
年
（
一
二
八
八
（
島
津
庄
官
等
申
状
（『
鎌
倉
遺
文
』
一
六
八
四
三
号
（
に
「
島
津
本
庄
者
、
万
寿
年
中
以
二
無
主
荒
野
之
地
一
令
二
開
発
一
、
庄
号
令
レ
寄
二
進
宇
治
関
白
家
一
以
降
、
長
元
年
中
奉
レ
崇
二　
伊
勢
神
宮
〈
以
二
神
告
一
号
二
神
柱
一
〉・
宇
佐
八
幡
已
下
五
社
一
為
二
鎮
守
一
、
令
レ
建
二
立
七
堂
伽
藍
一
、
称
二
其
題
額
於
常
楽
寺
一
、
此
外
諸
寺
諸
山
御
願
寺
、
其
数
惟
多
。
仍
公
町
（
田
ヵ
（
分
二
五
六
一
者
、被
レ
充
二
行
供
料
免
田
一
、
天
長
地
久
之
御
願
薫
修
畢
」
と
あ
り
、
季
基
の
時
点
で
の
活
動
も
重
要
で
あ
る
が
、
大
隅
・
薩
摩
へ
の
拡
大
は
十
二
世
紀
中
葉
、
摂
関
家
で
は
忠
実
の
代
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
忠
実
に
よ
る
摂
関
家
確
立
の
諸
相
に
つ
い
て
は
、
元
木
泰
雄
『
藤
原
忠
実
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
（
を
参
照
。
な
お
、
日
隈
正
守
「
大
隅
国
に
お
け
る
国
一
宮
の
形
成
過
程
に
関
す
る
一
考
察
」（『
年
報
中
世
史
研
究
』
三
一
、
二
〇
〇
六
年
（
は
、元
来
桜
島
を
奉
祀
す
る
鹿
児
島
神
社
が
存
し
た
が
、
平
季
基
事
件
を
機
に
、
武
神
で
あ
る
八
幡
神
を
勧
請
し
て
、
大
隅
国
正
八
幡
宮
が
成
立
し
た
と
す
る
。
こ
の
時
に
弥
勒
寺
講
師
・
石
清
水
八
幡
宮
検
校
の
元
命
が
仲
介
し
て
お
り
、
元
命
は
子
清
成
の
師
主
を
道
長
に
依
頼
し
た
と
い
い
（『
石
清
水
祠
管
系
図
』〔『
続
群
書
類
従
』
七
下
─
二
九
二
頁
〕（、
摂
関
家
と
の
関
係
が
大
き
か
っ
た
と
見
て
い
る
（
長
久
年
間
に
は
一
宮
に
な
る
か
（。
（
49
（
大
日
本
古
記
録
『
小
右
記
』
十
一
（
岩
波
書
店
、一
九
八
六
年
（「
解
説
」、
鈴
木
裕
之
「『
小
右
記
』
起
筆
考
」（『
日
本
歴
史
』
七
七
九
、二
〇
一
三
年
（
な
ど
を
参
照
。
（
50
（
松
薗
註
（
２
（
論
文
。
（
51
（
渡
邊
誠
ａ
「
年
紀
制
と
中
国
海
商
」、
ｂ
「
大
宰
府
の
「
唐
坊
」
と
地
名
の
「
ト
ウ
ボ
ウ
」」（
註
（
10
（
書
（、
山
内
晋
次
「『
香
要
抄
』
の
宋
海
商
史
料
を
め
ぐ
っ
て
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
三
二
、二
〇
一
〇
年
（、
註
（
10
（
論
文
ｂ
な
ど
。
（
52
（
拙
稿
「
平
安
貴
族
の
国
際
認
識
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
古
代
日
本
の
対
外
認
識
と
通
交
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
（。
（
53
（
原
美
和
子
ａ
「
成
尋
の
入
宋
と
宋
商
人
」（『
古
代
文
化
』
四
四
の
一
、
一
九
九
二
年
（、
ｂ
「
宋
代
海
商
の
活
動
に
関
す
る
一
試
論
」（『
中
世
の
四
九
唐
物
・
南
島
産
品
と
小
野
宮
流
・
御
堂
流
対
外
交
流
』
高
志
書
院
、
二
〇
〇
六
年
（、
山
内
晋
次
「
硫
黄
」
か
ら
み
た
海
域
ア
ジ
ア
」（『
九
州
史
学
』
一
六
〇
、二
〇
一
一
年
（、
渡
邊
註
（
51
（
ａ
論
文
な
ど
。
（
54
（
拙
稿
「
劉
琨
と
陳
詠
」（
註
（
１
（
書
（。
（
55
（
山
崎
覚
士
ａ
「
書
簡
か
ら
見
た
宋
代
明
州
対
日
外
交
」、
ｂ
「
外
交
文
書
よ
り
見
た
宋
代
東
ア
ジ
ア
海
域
世
界
」（『
瀕
海
之
都
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
九
年
（、
註
（
１
（
ｅ
拙
稿
な
ど
。
な
お
、
こ
の
場
合
は
皇
帝
信
物
に
対
す
る
返
信
で
、
文
字
通
り
に
太
政
官
符
が
発
給
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
れ
だ
と
外
交
関
係
が
発
生
し
兼
ね
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
に
考
え
て
よ
い
か
否
か
は
さ
ら
に
後
考
に
俟
ち
た
い
。
（
56
（
仲
廻
の
人
物
像
は
不
明
で
あ
る
。
ｏ
─
２
に
よ
る
と
、
宋
側
は
彼
に
慕
化
懐
徳
大
師
号
を
賜
与
し
た
と
あ
る
が
、
ｏ
─
１
・
２
の
や
り
と
り
を
見
る
と
、
寂
照
や
成
尋
の
よ
う
に
皇
帝
か
ら
大
師
号
を
賜
与
さ
れ
た
も
の
か
は
疑
わ
し
い
。
も
っ
と
も
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
三
三
四
元
豊
六
年
（
一
〇
八
三
＝
永
保
三
（
三
月
己
卯
条
に
は
、「
日
本
国
僧
快
宗
等
一
十
三
人
見
二
於
延
和
殿
一
。
上
顧
二
左
右
一
曰
、
衣
二
紫
方
袍
一
者
何
日
所
レ
賜
。
都
承
旨
張
誠
一
対
曰
、
煕
寧
中
、
従
二
其
国
僧
誠
尋
一
対
見
被
レ
賜
、
今
再
入
貢
。
上
曰
、
非
二
国
人
入
貢
一
也
。
因
三
其
瞻
二
禮
天
台
一
、
故
来
進
見
耳
。
並
賜
二
紫
方
袍
一
」
と
あ
り
、
神
宗
は
自
ら
の
紫
衣
賜
与
を
忘
却
し
て
お
り
、
あ
る
い
は
大
師
号
賜
与
も
同
様
の
意
味
合
い
し
か
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
（
57
（
こ
の
公
憑
に
つ
い
て
は
、
河
辺
隆
宏
「『
朝
野
群
載
』
所
収
宋
崇
寧
四
年
「
公
憑
」
に
つ
い
て
」（『
情
報
の
歴
史
学
』
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
一
年
（、拙
稿
「
宋
朝
の
海
外
渡
航
規
定
と
日
本
僧
成
尋
の
入
国
」
（
註
（
１
（
書
（
な
ど
を
参
照
。
（
58
（
こ
の
案
件
に
つ
い
て
は
、
渡
邊
誠
「
文
室
宮
田
麻
呂
の
「
謀
反
」
（
註
（
10
（
書
（、田
中
史
生
「
九
世
紀
日
本
の
内
政
と
国
際
交
易
」（
註
（
４
（
書
（、
拙
稿
「
承
和
度
の
遣
唐
使
と
九
世
紀
の
対
外
政
策
」（『
遣
唐
使
と
古
代
日
本
の
対
外
政
策
』
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
八
年
（
な
ど
を
参
照
。
（
59
（『
国
司
補
任
』
第
四
・
五
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、一
九
九
〇
・
九
一
年
（。
（
60
（
小
川
弘
和
ａ
「
白
河
・
鳥
羽
院
政
期
の
大
宰
府
と
目
代
」、
ｂ
「
院
政
期
の
肥
前
社
会
と
荘
園
制
」（
註
（
（（
（
書
（。
（
61
（
小
川
註
（
60
（
ａ
論
文
。
（
62
（
ｙ
に
「
勾
当
官
則
重
」
と
あ
る
の
は
、
第
一
章
で
触
れ
た
秦
定
重
─
時
重
─
則
重
と
続
く
有
力
府
官
の
一
族
で
あ
り
、彼
は
筥
崎
大
夫
を
称
し
、
筥
崎
宮
の
神
官
を
兼
帯
し
て
お
り
、
博
多
津
か
ら
筥
崎
に
広
が
る
宋
人
居
留
地
と
も
近
接
す
る
勢
力
基
盤
を
有
し
て
い
た
と
目
さ
れ
、
府
官
の
勢
威
を
窺
わ
せ
る
。
（
63
（
島
田
正
郎
「
日
遼
交
渉
」（『
遼
朝
史
の
研
究
』
創
文
社
、一
九
七
九
年
（、
上
川
通
夫
「
日
本
中
世
仏
教
の
成
立
」（『
日
本
中
世
仏
教
と
東
ア
ジ
ア
世
界
』
塙
書
房
、
二
〇
一
二
年
（
な
ど
は
白
河
院
説
、
保
立
道
久
「
院
政
期
の
国
際
関
係
と
東
ア
ジ
ア
仏
教
史
」（『
歴
史
学
を
み
つ
め
直
す
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
四
年
（
は
摂
関
家
説
。
（
64
（『
公
卿
補
任
』
応
徳
三
年
（
一
〇
八
六
（
条
尻
付
に
非
参
議
従
三
位
と
し
て
経
平
が
登
場
し
、「
三
月
二
日
叙
（
去
年
大
弐
赴
任
賞
（」
と
あ
っ
て
、
『
平
安
時
代
史
事
典
』（
角
川
書
店
、
一
九
九
四
年
（
は
応
徳
二
年
に
大
五
〇
弐
に
再
任
さ
れ
、
本
条
で
の
従
三
位
叙
位
を
指
摘
す
る
が
、
当
時
は
大
弐
藤
原
実
政
の
任
中
な
の
で
（
表
２
（、
再
任
は
疑
問
で
あ
り
、
ま
た
大
弐
は
概
ね
三
位
以
上
の
者
が
任
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
承
保
二
年
就
任
時
に
既
に
従
三
位
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
『
公
卿
補
任
』
の
係
年
を
誤
謬
と
見
て
、
こ
の
就
任
後
に
従
三
位
に
な
っ
た
も
の
と
解
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、『
国
司
補
任
』
第
五
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
一
年
（、
川
添
昭
二
監
修
・
重
松
敏
彦
編
『
大
宰
府
古
代
史
年
表
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
（
な
ど
は
応
徳
二
年
の
経
平
の
大
弐
就
任
は
採
択
し
て
い
な
い
。
（
65
（
渡
邊
誠
「
十
二
世
紀
の
日
宋
貿
易
と
山
門
・
八
幡
・
院
御
厩
」（
註
（
10
（
書
（。
（
66
（
近
藤
剛
「
嘉
禄
・
安
貞
期
（
高
麗
高
宗
代
（
の
日
本
・
高
麗
交
渉
に
つ
い
て
」（『
日
本
高
麗
関
係
史
』
八
木
書
店
、
二
〇
一
九
年
（
は
、
虎
退
治
や
土
地
領
有
は
疑
問
と
す
る
。
（
67
（
註
（
７
（
拙
稿
。
（
68
（
平
氏
政
権
に
よ
る
日
宋
貿
易
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
近
年
そ
の
画
期
性
を
再
検
討
す
べ
し
と
す
る
研
究
が
呈
さ
れ
て
い
る
。
髙
橋
昌
明
『
平
家
と
六
波
羅
幕
府
』（
東
京
大
学
出
版
会
、二
〇
一
三
年
（、渡
邊
誠
ａ
「
平
安
貴
族
の
対
外
意
識
と
異
国
牒
状
問
題
」（『
歴
史
学
研
究
』
八
二
三
、
二
〇
〇
七
年
（、
ｂ
「
後
白
河
・
清
盛
政
権
期
に
お
け
る
日
宋
交
渉
の
舞
台
裏
」（『
芸
備
地
方
史
研
究
』
二
八
二
・
二
八
三
、二
〇
一
二
年
（、
山
内
晋
次
「
平
氏
と
日
宋
貿
易
」（『
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
六
、二
〇
一
二
年
（、
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ェ
ア
シ
ュ
ア
「
平
清
盛
と
唐
船
」（『
日
本
歴
史
』
七
七
九
、二
〇
一
三
年
（
拙
稿
「
伊
勢
平
氏
と
日
宋
貿
易
」（『
日
本
古
代
史
の
方
法
と
意
義
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
（
な
ど
を
参
照
。
（
69
（
忠
景
に
つ
い
て
は
、
江
平
望
ａ
「
阿
多
忠
景
に
つ
い
て
」（『
古
代
文
化
』
五
五
の
三
、二
〇
〇
年
（、
ｂ
「
豊
後
冠
者
義
実
に
つ
い
て
」（『
鹿
児
島
中
世
史
研
究
会
報
』
五
〇
、一
九
九
五
年
（、
野
口
註
（
41
（
論
文
、
清
水
註
（
41
（
論
文
な
ど
を
参
照
。
な
お
、
日
隈
正
守
ａ
「
新
田
八
幡
宮
の
阿
多
郡
支
配
に
関
す
る
一
考
察
」（『
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』
人
文
社
会
科
学
編
五
二
、二
〇
〇
一
年
（、
ｂ
「
薩
摩
国
に
お
け
る
荘
園
公
領
制
の
形
成
過
程
」（
同
五
三
、二
〇
〇
二
年
（
は
、
阿
多
郡
に
は
十
一
世
紀
後
半
に
新
田
八
幡
宮
、
国
分
寺
（
安
楽
寺
の
末
寺
（
領
が
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
宇
佐
・
石
清
水
八
幡
宮
や
大
宰
府
と
の
関
係
に
も
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
（
70
（
柳
原
敏
昭
ａ
「
中
世
前
期
南
九
州
の
港
と
宋
人
居
留
地
に
関
す
る
一
試
論
」（『
日
本
史
研
究
』
四
四
八
、一
九
九
九
年
（、
ｂ
「
平
安
末
〜
鎌
倉
期
の
万
之
瀬
川
下
流
域
」（『
古
代
文
化
』
五
五
の
二
、二
〇
〇
三
年
（、
ｃ
「
唐
坊
と
唐
人
町
」（『
日
本
の
対
外
関
係
』
四
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
（、
大
庭
康
時
「
博
多
遺
跡
群
の
発
掘
調
査
と
持
躰
松
遺
跡
」、
市
村
高
男
「
一
一
〜
一
五
世
紀
の
万
之
瀬
川
河
口
の
性
格
と
持
躰
松
遺
跡
」、宮
下
貴
浩
「
山
岳
寺
院
と
港
津
都
市
の
一
類
型
」、中
村
和
美
・
栗
林
文
夫
「
持
躰
松
遺
跡
（
第
二
次
調
査
以
降
（・
芝
原
遺
跡
・
渡
畑
遺
跡
に
つ
い
て
」（『
古
代
文
化
』
五
五
の
二
、二
〇
〇
三
年
（、
山
本
信
夫
「
一
二
世
紀
前
後
陶
磁
器
か
ら
見
た
持
躰
松
遺
跡
の
評
価
」（『
古
代
文
化
』
五
一
唐
物
・
南
島
産
品
と
小
野
宮
流
・
御
堂
流
五
五
の
三
、二
〇
〇
三
年
（な
ど
。
図
４
は
柳
原
ｂ
論
文
に
よ
る
。
な
お
、
こ
の
図
は
す
べ
て
の
要
素
が
同
時
期
に
存
在
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
（
71
（
中
村
翼
「
鎌
倉
幕
府
の
「
唐
船
」
関
係
法
令
の
検
討
」（『
鎌
倉
遺
文
研
究
』
二
五
、二
〇
一
〇
年
（
は
、
こ
れ
は
例
外
的
に
「
寄
船
」
問
題
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
時
点
で
幕
府
が
貿
易
に
関
与
し
よ
う
と
し
た
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
と
述
べ
る
。
な
お
、
石
井
正
敏
「
年
未
詳
五
月
十
四
日
付
源
頼
朝
袖
判
御
教
書
案
に
つ
い
て
」（
註
（
（（
（
書
（
は
、
こ
の
件
は
島
津
庄
の
現
地
へ
の
「
寄
船
」
で
は
な
く
、
博
多
津
周
辺
で
の
出
来
事
と
見
る
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
（
年
次
は
文
治
三
年
以
降
と
す
る
（、
下
文
の
評
価
と
も
ど
も
さ
ら
に
検
討
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
渡
邊
誠
「
鎌
倉
期
「
唐
船
」
考
」（『
九
州
史
学
』
一
七
〇
、
二
〇
一
五
年
（
は
、「
唐
船
点
定
銭
」
が
幕
府
─
守
護
の
系
列
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と（『
鎌
倉
遺
文
』一
七
三
二
九
号
正
応
三
年〔
一
二
九
〇
〕
四
月
二
十
五
日
関
東
御
教
書
（
を
ふ
ま
え
て
、
本
件
で
も
源
頼
朝
か
ら
鎮
西
奉
行
天
野
遠
景
に
指
示
が
下
さ
れ
て
い
る
点
に
留
意
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

